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付録 


このたびは、弊社製インテリジ X ントス 
イッチをお買いボめいただき、誠にあり 
がとうございます。 

本書は、スイッチの使い方や困ったとき 
の対策方法などについて説明していま 
す。使用前に必ず本書をお読みくださ 








□ 本書の著作権は弊杜に帰属します。本書の一部または全部を弊杜に無断で転載、複製、改変などを行うこ 
とは禁じられております。 

□ BUFFALO™ は、株式会社^ルコホールディンダスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、 
一般に各をの商標または登録商標です。 

本書では™、®、魯などのマークは記載していません。 

□ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があ 
り、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

□ 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審なおや誤り、記載漏れなどがありまし 
たら、お買い求めになった販売店または弊をサポートセンターまでご連絡ください。 

□ 本製品は一般的なオフィスや家庭の 0A 機器としてお使いください。万一、一般 0A 機器な外として使用さ 
れたことにより損害が発生した場合、弊杜はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用し 
ないでください。 

-一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、ご使 
用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な化置を万全におこなってください。 

□ 本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないで 
ください。また、弊杜は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

□ 本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについ 
ては、日本国外への輸出に隙して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

□ 本製品の使用に際しては、本書に記載した使用ホ法に沿ってご使用ください。持に、注意事項として記載 
された取极方法に違反する使用はお止めください。 

□ 弊をは、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損した場 
合については、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続 
して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータは 
バックアップを作成してください。お客様が、本書の注意ま項に違反し、またはバックアップの作成を 
怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねま 
すのであらかじめご了承ください。 

□ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊せに故意または重大な過失が 
あった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

□ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品 
に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。 




安全にお使いいただ〈ために必ずお守りください 

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品をを全にお使いいただくために 
ずっていただきたレ、事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり、内容をよく理解された上でお使いください。なお、 
本書には弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコン システム 運用全般に関する注意事 
項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取りあいを誤ったために生 
じた本製品の故障/トラブルは、弊をの保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。 


■使用している表示と絵記号の意味 
害告ま示の意味 


A 警告 

絶対に巧ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守ら 
ないと、使用者が死 t または、重傷を負う可能性が想をされる内容を示して 
います。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用をがけがをしたり、物的損害の発生 
が考えられる内容を示しています。 


給記号の意味 


A 

A は、警告•注意を促す記号です。 A の近くに具体的な警告内容が描かれています。 
(例：水感電注意） 

Q 

〇に斜線は、してはいけない事項（禁止事項）を示す記号です。 

〇の 中 や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。（例：®分解禁止） 

• 

♦は、しなければならなレ、行為を示す記号です。 

♦の近くに、具体的な指示内容が描かれています。 

(例：を電源プラダをコン七ントから抜く） 


/K 警告 


® 本製品の分解や改造や修理を自分でしないで〈ださい。 

火災や感電の恐れがあります。 

分解禁止 


〇 ケーブル、コネクター類に小さなお子様の手が届かないように機器を配置してくださ 
い。 

gg 巾 U けがをする危険があります。 


0 濡れた手で本製品に触れないでください。 

感電、故障の原因となります。 

禁止 
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A 煙が出たり変な臭いや音がしたら、 AC コンセントから電源プラグを抜いて〈ださい。 

そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。 
電源プラグを 弊社サ ポー トセンターまたはお買いホめの販売店にご相談ください。 

巧く 


C 本製品を落としたり、衝撃をちえたりしないでください。ちえてしまった場合は、す 
ぐに AC コンセントから電源プラグを抜いてください。 

電颗プラグ* そのまま使がを続けると、シ3 —卜して火災になったり、感胃する恐れがあ C ます。 
巧く 弊社サポートセンターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 


A 本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないで〈ださい。 

液体や異物が内部に入ったまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電 
ミ原プ5グを する恐れがあります。 

巧く 弊社サポー ト センターまたはお買いホめの販売店にご相談ください。 


0 電源ケーブルを傷つけたり、加工、加熱、修復しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

^止 ♦設置時に、電源ケーブルを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでく 
で ださい。 

♦重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

♦熱器具に近づけたり、過熱しないでください。 

♦電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

♦極端に曲げないでください。 

♦電源ケーブルを接続したまま、權器を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店 
にご相談ください。 


〇 電源ケーブルは、 AC コンセントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用するとショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れが 
強制 ちります。 


> C ? J \ 風呂場など、水分や湿気のをい場巧では、本製品を使巧しないで〈ださい。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

水場での 
使巧禁止 


〇 電気製品の内部やケーブル、コネクター類にかさなお子様の手が届かないように機器 
を配置してください。 

gg 帛 J けがをする危険があります。 
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成を意 


〇 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミ 
サッシなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除〈ようにして〈ださい。 

人体などからの静電気は、本製品を破損、またはデータを消失•破損させる恐れがあ 
ります。 


〇 各接続コネクターのチリ■ホコリ等は、取りのぞいてくださし、。 

故障の原因となります。 

強制 


^ 次の場所には、設置および保管をしないで〈ださい。感電、火災の原因となったり、製 
0\)品に悪影響を及ぼすことがあります。 


禁止 


強い磁界、静電気が発生するところ 
故障の原因となります。 

振動が発生するところ 

けが、故障、破損の原因となります。 

平らでないところ 

転倒したり落下して、けが、故障の原因 
となります。 


直射日光が当たるところ 
故障や変形の原因となります。 

火気の周辺、または熱気のこもるところ 
故障や変形の原因となります。 

漏電、漏水の危険があるところ 
故障や感電の原因となります。 

ほこりの多いところ 
故障の原因となります。 


〇 本製品に接続されているケーブルに足を引っかけたり、引っ張ったりしないで〈ださし、。 

本製品の破損や思わぬけがを招く恐れがあります。 

強制 


〇 本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。 

強制 
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99999 V 9 9 9 ^ 90000000001 
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口 製品概要 


特長 


特長 


本製品のおもな特長は次のとおりです。 

ハー ドウエァ 

• 1000 BA 犯 -T ポートを8ポート搭載 
• 全ポート AUTO MDIX 対応 
• システムメモリ ：32MBytes 

• 内蔵ノ くッファー： 128kbytes (パケットバッファー） 

• LED インジケーター搭載 
•民 S232C ポート搭載 

レイヤ2スイッチング 

- 802.3Xフローコントロール、バックプレッシャー機能搭載 
• スループット1000 M: 1488095 pps、100M: 148810 pps、10M:14881pps 
• スパニングツリ ー(IE 邸802.1 D/lw) サポート 

• VLAN 対応 (VLAN グループ数:256、 VLAN の：1〜 4094)oIEEE 802 .1Q タグ VLAN 対応 
-トランキング(2、3、4ポート単位、最大4グループ)対応個定または LACP による） 

-ポートミラーリングサポート 

• IGMP Snooping vl/v2 サポート 

• 最大4,096件の MAC アドレスをエントリー可能 
. ブロードキャストストームコントロール 
• マルチキャストストームコントロール 

• DLF (宛先不明ユニキャスト）ストームコントロ ール 
- HOL ブロッキング防止機能搭載 

• 化 mbo フしーム（最大9,724 bytes) 対応 
(CLI にて無効に設定蜜要できます） 

管理機能 

本製品には設定巧 IP アドレスがありますので、競合しない IP アドレスを初期設定していただく 
必要があります。（手順は「本製品の初期設定 （ IP アドレスの設定)」 （ P 19) をご参照ください） 

• SNMP Vし V2c サポート 

• MIB II、 Bridge MIB、Etherlike MIB、Interface MIB、P-Bridge MIB、Q-Bridge MIB、RADIUS MIB、 
Private MIB、RMON MIB サポート 

• 民 MON 1、：2、3、9 グループサポート （Statistics、History、Alarm、Event) 
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第 1 章製品概要 

• WEB ( HTTP ). TELNET ( CLI または Menu ) 、 Console に LI または Menu ) による各種設定が可能 

LAN ポー ト から設定画面を表示させるには、そのポートが所属ずる VLAN が Management VLAN である必要 
がありまず。 

• HTTP によるファームウェアアツプグしード機能 (Web UI ) 

- TFTP によるファームウェアアップグレード機能 ( Menu および CLI ) ^ 

• HTTP による設定の保を/復元 (Web UI ) 

• TFTP による設定の保存/復元 ( Menu および CLI ) ^ 

別途、 TFTP サーパ‘一が必要でず。 TFTP サーバーの設定は、 TFTP のマニュアルを参照してください。 

• 管理インターフェースとして、 WEB ( HTTP )/ Telnet / SNMP の無効化が巧能 

• Syslog / Syslog サーパ'—機能対■応 
- SNTP クライアント機能対応 

-クライアントマネージャ3 Ver .1.2.6 が降対応(サプリカントの対応） 

• AirStation Admin Tools/AirStation Admin Tools Lite お応 

(検索、 IP アドレスの蜜要、設定ファイルの保を/復元、ファームウェアの書き換え機能がご使用 
いただけます） 

セキュリティー機能 

-ユーザー名、パスワード 

• ポートベース IEEE 802 .IX 対応 ( EAP - MD 5、 EAP - TLS 、 EAP - TTLS 、 EAP - MS-PEAP をサポート） 

• MAC ベース圧 EE 802 .IX 対応 ( EAP - MD 5、 EAP - TLS 、 EAP - TTLS 、 EAP - MS-PEAP をサポート） 

义 MAC ベースの認証をおこなう場合、サプリカントから EAPOL-Sta けを発巧して認証を始める必要がありま 
ず。 

义 MAC ベース認証の場合は、1ポートあたり最大12台まで認証できまず。 

• RADIUS 認証(圧 EE 802. IX 認証およびログインユーザー認証） 

义 別途、民 ADIUS サーパ'-が必要です。 

• Session - timeout 設定巧能、 Termination - Action の有効/無効の切り替え巧能 

• RADIUS Accounting 対応 

• Secondary RADIUS サーパ'—対応 

• マネージメント VLAN を設定巧能 

- IP フィルター機能対応(指定された IP アドしスからのみ管理インターフェイスにアクセス可 
能） 

- MAC アドレスフィルタリング対応(指定した MAC アドレスのみ本製品を通過可能） 

QoS 機能 

• パケツトプライオリティ （4 しべル。ポートベースまたは IE 邸 E 802かによる） 

• Weighted Round 民 obin または Strict による QueueScheduling 

• TOS または DSCP による IP パケットプライオリテイ 
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ハツ ケージ内谷 


パッケージ内容 


パッケージには、次のものが個包されています。万が一、不足しているものがありましたら、お買い 
まめの販売店にご連絡ください。 


• スイッチ(本体） . 1台 

• 電源ケーブル ( ACIOOV 用） . 1本 

• 3 P -2 P 蜜換コネクター . 1個 

• シリアルケーブル (9 P -9 P ). 1本 

• ZT ム g . 4個 

• 壁取り付け金具 . 2個 

• 金具固定用ねじ . 8個 

• シリアル番号シール . 1式じ枚) 

• 導入ガイド（本書•保証書つき） . 1冊 

• マニュアル CD . 1枚 


naa 別紙で追加情報が添付されている墙合は、必ず参照してください。 


製品概要 
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第 1 章製品概要 


各部の名称とはたらき 


1.インジケータ 2. RS -232 C (コンソール)ポート 

I 



3. 1000 BASE - T /100 BASE - TX / 
1 0 BASE - T ポ ー S 


4. 電源コネクタ 


iTtruu び u.iJ-u’u.u.u cruiTiiiEru な U 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□日 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□日 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 



1•インジケーター 

本製品の前面パネルに配置されています。各 LED の機能は次のとおりです。 


LED 

が態 

Power (緑） 

点な：電源 ON 


消灯：電源 OFF 

1000 M /100 M /10 M 

綠点灯：1000 M リンク確立時 

(緑/幢） 

检点灯：100 M リンク確立時 


消な ：10 M リンク確立時、またはリンクモ確立時 

Link / ACT (緑） 

禄点灯：リンク確立時 


緑点減：データ送受信時 


消な：リンク未確立時 


2- RS -232 C (コ ンソール）ポート 

付属の艮 S -232 C ケーブルで、本製品とコンピュータを接続するときに使用します。 
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を部の名称とはたらき 


3. 1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 OBASE-T ポート 

各ポートは 、 Auto Negotiation をサポートしています。最適なデュプレックスモード（半二重/全二 
動と通信速度 （1 日 OOM / lOOM / lOMbps ) を自動的に選択します。 

また、各ポートは AUTO - MDIX 姉ちです。相手のポートタイプを自動判別して接続するたゆ、スト 
しートケーブルとクロスケーブルを使い分ける必要がありません。 

ただし、通信速度やデュプしックスモードなどを固定で設定すると、 AUTO - MDIX 機能が無効となり 
ます。 

1000 BASE - T で使巧する場合、接続ケーブルはカテゴリ ー5 elil 上に対応した IEEE 802.3 ab 
に適合したものを接続してください。 

4. 電源 コネクター 

付属の電源ケーブルを接続します。 


製品概要 


BS - G 2008 MR 導入ガイド 
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第 1 章製品概要 


MAC アドレスの学習方式 


本製品は、 MAC アドしスの学習ち式として SVL 方式を採用しております。 

SVL ち式とは、機器全体で共通の MAC アドしステーブルを保持するち式です。そのたゆ、 VLAN ご 
とに MAC アドしステーブルを保持する IVL 方式とはスイッチング動作が異なります。 

本製品で VLAN を組まれる際、 SVL の動作をご理解された上で導入してください。 


SVL と IVL の動作の違い 


スイッチ1 


スイッチ2 



PC1 PC2 


SVL の場合 

PC1 と PC3 が通信している場合、ス 
イッチ2の Porti に PC3 が学習される 
ので、 PC2 と PC3 が通信できない。 


IVL の場合 

PC1 と PC3 が通信している場合で 
ち、 PC3 は VLAN1 と VLAN2 の両方 
で学習されるため、 PC2 と PC3 は通 
信できる。ただし、 PC3 から PC1 へ送 
信されるフレームは PC2 にも届く。 
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設置場所の選が 


設置とネットワーク接続 


設置場所の選択 


本製品は、平らな場所や壁、19インチラック （ EIA 規格）に設置することができます。設置場所を 
決めるときには、次の点にを意してください。 

• AC 100、50 〜 60 Hz の電源を巧意してください。本製品は入力電圧を自動的に調整しま 
す（ただし、本製品付属の電源ケーブルは、 AC 100 V 用です）。 

• 温度〇〜45で、湿度10〜85%に保たれる、結露しない場所に設置してください。 

-他の機器や壁などで、本製品の通風口をふさがないで〈ださい。 

-直射日光、熱源および電磁波の影響が大きい場所を避けて設置して〈ださい。 

-ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所には設置しないでください。 

-放熱が妨げられるため、積み重ねて設置しないでください。 


設置 


本製品は、平らな場所や壁、19インチラックに設置できます。設置方法別に手順を説明します。 

平らな場所に設置する 

次の手順で設置してください。 


本製品の底面に、付属のゴム足4個を取り付けます。 



mm • 本製品には、底面にも通風口がありますので、必ずゴム足を取り付けて設置してくだ' 
さい。 

-本製品を複数台設置する場合は、積み重わないで〈ださい。 


設置とネットワ—ク接結 
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第 2 章設置とネットワーク接続 


2 AC コンセントに近い平らな場所に本製品を置き、周囲に通気のためのスペースを 
5 cm お上確保します。 

3 「電源ケーブルを接続する」 （ P .18) を参照して、電源ケーブルを接統します。 

壁に取り付ける 

本製品を壁に取り付ける場合は、付属品が外に次のものが必要です。 

•壁取り付け用ねじ4本 
-ドライバ 

次の手順で壁に固定してください。 

ねじ止ゆは確実におこなってくださし取り付けが不十分な場合、落下などにより事故が 
発生するおそれがあります。 

1 本製品にゴム足が取り付けられている場合は、ゴム足を外します。 

2 付属のわじで金具を本製品側面に取り付け、市販のねじで壁に取り付けます。 



み 別売のマグネットキット （ BS - MGK - A ) を使うと、 スチール 製のネ几や棚に設置することができ 
ます。 

3 「電源ケーブルを接続する」 （ P .18) を参照して、電源ケーブルを接綿します。 
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設置 


19インチラックに取り付ける 

本製品を19インチラックに取り付ける場合は、付属品が外に次のものが必要です。 

• 別売のラックマウントキット馆 IJ - 民 MK -1 U ) 

•ラックマウントキットに付属のねじ4本 
• ドライバ 

取り付ける前に、次の点にを意してください。 

• ラック内の温度は室温より高〈なりやすいため、ラック環境の温度が指定された動作 
温度範困（「おもな化巧」 （ P .102)) であることを確認して〈ださい。 

• ラックに取り付けた装置の上に、他の装置を積み重ねないでください。 

• ラックに電力を供給する回路が過負荷にならないようにしてください。 

• ラックに取り付けた装置は、適切にアースされていなければなりません。供給電源按 
続時は、主電源への直接接続時上に注意してください。 

-わじ止めは確実におこなって〈ださい。取り付けが不十分な場合、落下などにより 
事故が発生するおそれがあります。 

次の手順でラックに固定してください。 

1 本製品にゴム足が取りせけられている場合は、ゴム足を外します。 

2 本製品に付属のねじを使って、本製品と別売のラックマウントキット 
( BIJ - RMK -1 U ) をねじ止めします。 


金具固定用ねじ 
(付属品） 
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第 2 章設置とネットワーク接続 

3 ラックマウントキツト （ BIJ - RMK -1 U ) に付属のねじ4本で、19インチラックに 
固定します。 



ラック7ウントキットに 
付属のねじ 


電源ケーブルを接続する 

次の手順で電源ケーブルを接続してくださし、。 


1 本製品の電源コネクターに電源ケーブルのプラグを差し込みます。 


2 ケーブルの反対側をコンセントに接続します。 


适 


AC コンセントが2極のとき 

付属の 3 P -2 P 変換コネクタを使って、 AC コンセント 
に接続しまず。感電防止のため、アース線は必ず接地 
してください。 


アース線は電源プラグをつなぐ前に接続し、電源プラグ 
を巧いてから外してください。順序を守らないと感電の 
原因となります。アース線がコンセントや他の電極に接 
触しないようにしてください。 



3 前面パネルのランプを見て、 POWER ランプが点灯していることを確認します。 
POWER ランプが点なしない場合は、電源ケーブルが正しく接綿されているかど 
うかを調べてください。 
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ツイストペアケーブルによる接続 


ツイストペアケーブルによる接続 


本製品の1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BA 犯 - T ポートにネットワーク機器(パソコン、サーパ'-、 
スイッチ、ルータまたは八ブ）を接続するには、 UTP / STP ケーブルが必要です。 

1000 BASE - T ではカテゴリー 5 e または6のケーブル、 100 BASE - TX ではカテゴリー5上のケーブ 
ル、 10 BASE - T ではカテゴリー3が上のケーブルを使用します。最大ケーブル長は 100 m です。本製 
品の1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BA 犯 - T ポートは AUTO - MDIX をサポートしていますので、スト 
しートケーブルとクロスケーブルのどちらでもネットワーク機器を接続できます。 

「ケーブル仕様」 （ P .107) 

1 ネットワーク機器と本製品の RJ -45 コネクターを、ツイストペアケーブルで接続 
します。 

2 ケーブルを接続するたびに、本製品のをポートに対応する緑色の LINK / ACT ラン 

プが点なまたは点滅し、を続がち効であることを確認します。 


本製品の初期設定 （IP アドレスの設定) 


本製品には、 Web ( HTTP ) 形式の設定インターフェース、メニュー形式の設をインターフェース、お 
よびコマンドライン形式の設定インターフェースが搭載されています。 

ここでは、 Web 設定インターフェースやメニューインターフェースの設定画面を使って、本製品の 
初期 IP アドレスを設まする方法を説明します。 

設定画面を表示するには、パソコンにインス S —ルされている Web ブラウザー (internet Explorer 6.0 
が降で JAVA を有効にする必要あり）やターミナルエミュしーシヨンソフトを使用します。 

が下の手順で設定画面を表示し、 IP アドしスの設定をおこなってください。 

naa コマンドラインインターフェースで設定する場合は、「マニュアル CD 」 内の「設定ガイド」 
を参照してください。 


設置とネットワ—ク接結 


BS-G 2008 MR 導入ガイド 
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第 2 章設置とネットワーク接続 


Web ブラウザーを使って設定する 

本製品の IP アドレスは、デフオルトで192.168 .1.254(255.255.255.0) に設定されています。設定用パ 
ソコンの IP アドしスを適切な値(例：192.168丄 253) に蛮要すれば、 Web ブラウザーを使って設定イ 
ンターフェースを表示できます。手順は次のとおりです。 


1 設定用パソコンの IP アドレスを設定します。 



サブネットマスク： サブネットマスク： 

(伤！I) 2己已 .2 己已 .2 己已 .0 255.255 .255.0 (ネ刀期定） 

訟定巧パソコンの IP アドレスは、本梨品の IP アドレスと 
同じネットワークアドレスになるよラに設定してください。 

2 本製品のポート1と設定用パソコンを LAN ケーブルで接続します。 


3 Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に「192.168.1.254」と入力し、 <Enter> を押 
します。 


4 


ユーザー名に 「admin」 と入力し、 [OK] ボタンをクリックします（パスワードは 
デフホルトでは設定されていません）。 



初期 ユーザ 名 

admin 

初期バスヮード 

空欄（未設定） 
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Web 設定インターフエースが表71^されます。 


本製品の初期設定 （IP アドレスの設定) 




妾 


7 

I 

ク 

を 

接 


5 [基本設定]- [ IP アドレス設定]を開きます。 
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第 2 章設置とネットワーク接続 

6 お使いになる環境にあわせて本製品の IP アドレスとサブネットマスク、デフオル 

トゲートウ X イを設定します。 

(例： IP アドレス「192.168.11.1」、サブネツトマスクを「255.255.255.0」、デフオ 
ルトゲートウエイ「192.168.11. 1」、DHCP モード「無効」） 


設定したら、[設定]ボタンをクリックします。 

r^a [設定]ボタンをクリックすると、本製品の IP アドレスが設定した値に蜜わります。 
その際、「設定完了」のメッセージは表示されません。 


IP アドレス設定 




IP アドレス 

1192.168 .11.1 1 



サブネットマスク 

1255.255 255.0 ] 



デフォルトブートウェイ 

1192.168 .11.1 [ 



DHCP モード 

恃知 v| 





クリック 


入力 


7 手順6で設定した本製品の IP アドレスと同じネットワークアドレスになるよう 
に、設定用パソコンの IP アドレスを変更します。 


半 

設定用パソコン 

1P アドレス： IP アドレス： 

(例）192.168 .11. 253 192.168 .11.1 

サブネットマスク： サブネットマスク： 

(仅 !]) 255.255 .255.0 255.255 .255.0 

設定巧パソコンの IP アドレスは、本製品の IP アドレスと 
同じネットワークアドレスになるよラに設定してくだまい。 



レ乂上で本製品の初期設定 (IP アドレスの設定）は完了です。 

この後、「本製品の設定画面にログインする」 （P.25) を参照して、設定画面にログインしてください。 
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本製品の初期設定 （IP アドレスの設定) 


メニューインター フェ ースを使って設定する 

メニューインターフエースを使用する場合は、夕ーミナルエミュレーシヨンソフトがインストー 
ルされたパソコン （または VT 100 互換夕ーミナル）を RS -232 C (コンソール)接続します。 

^ Windows XP / 2000 / Me /98 SE をお使いのちは、夕ーミナルエミュ しーシヨ ンソフトとして、 Windows 標 
準の A イパーターミナルをお使いください。 

Windows Vista をお使いのちは、 OS の機能として八イパーターミナルが実装されていないたゆ、 

別途ターミナルエミュしーションソフトをご用意いただくか、 「 Web ブラウザーを使って設定する」 
( P 20) の手順で設定をおこなってください。 

1 本製品と設定用パソコン（または VT 100 互換夕ーミナル）を、付属の RS -232 C 
ケーブルで接続します。 

2 ターミナルソフトを次のとおりに設定し、本製品にアクセスします。 

•接続方法: COM 1 など 
•データしート：9600 bps 
-デー タビット： 8 
•ストップビット：1 
•パリティ：なし 
.フロ ー制御：なし 

•エミュしーション 設定: VT 100 (または自動検出） 

.キーの使いかた（八イパーターミナル使用時）：夕ーミナルキー 

3 ターミナルが適切にセットアップできたら 、 「Login Menu 」 画面が表示されます。 
文字が表示されない場合は < Enter > を押してください。 

4 Login : には admin と入力し、 < Enter > を押します。 

5 Password : じは何も入力しないで、 < Enter > を押します（パスワードはデフオルト 
では設定されていません）。 

「Main Menu 」 が表示されます。 

TELNET 接続の場合、ログイン時の入力を3回失敗すると、セッションが切断されます。 

6 < a > を押して、 「 a . System 」 を選択します。 

「 System 」 画面が表示されます。 

7 <〇を押して、 「C. IP Configuration 」 を選択します。 

「System / IP Configuration 」 画面が表示されます。 

8 本製品をお使いになる環境にあわせて、 IP アドレスとサブネットマスクを設定し 
ます。 


雲妾ごつ-ク接結 
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「IP Assignment Mode」 を選巧して <Spac いを押し、 「Manual」 に設定します。 

「IP Address」 欄に本製品の IP アドレス（例：192.168 .11.1) を入力し、 <Enter> を押 
します。 

「Subnet Mask」 欄にサブネットマスク（例： 255.255 .255.0) を入力し、 <Enter> を押 
します。 


r Default Gateway」 欄にデフホルトゲートウエイ（例：192.168 .11.1) を入力し、 
<Enter> を押します。 

9 <Ctrl> と <w> を押します。 

「Do you want to save configuration to NVRAM?」 と表示されます。 

10 <y> を押します。 

11 <Esc> を2回巧します。 
rMain Menu」 に戻リます。 

12 <m> を押して、 「m. Exit」 を選キ尺します。 

13 本製品と設定用パソコンを LAN ケーブルで接続します。 


手順8で設定した本製品の IP アドレスと同じネットワークアドレスになるよう 
に、設定用パソコンの IP アドレスを変更します。 



IP アドレス： IP アドレス： 

(例） 192.168.11.253 192.168.11.1 


サブネットマスク： サブネッ h マスク： 

(例）255.255 .255.0 255.255 .255.0 


設定用パソコンの IP アドレスは、本製品の IP アドレスと 
同じネットワークアドレスになるよラに設定してくだまい。 


が上で本製品の初期設定 (IP ァドしスの設定）は完了です。 

この棲、「本製品の設定画面にログインする」 (P25) を参照して、設定画面にログインしてくださし、。 
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本製品の設定画面にログインする 


本製品の設定画面にログインする 


本製品の IP アドレスの設定が完了したら、本製品にログインし、必要な設定をおこないます。 
手順は次のとおりです。 

1 Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に「本製品の初期設定 （ IP アドレスの設定）」 
( P 19) で設定した IP アドレス（例：192.168 .11.1) を入力し、 < Enter > を押します。 

2 ユーザー名に 「 admin 」 と入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします（パスワードはデ 
フオルトでは設定されていません）。 



初期 ユーザ 名 

admin 

初期パスワード 

空欄（未設定） 


設定画面が表示されます。 



が降は、お使いの環境にあわせて、必要な設定をおこなってください。 
3章「ネットワークプランニング」の設定例もご参照ください。 
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設定画面にパスワードを設定する 


設定画面にログインするには、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。設定画面に口 
グインすると、すべての設定パラメーターと統計情報の読み取りと書き換えをおこなう権限が与 
えられます。デフオルトの管理者ユーザー名は " admin " で、パスワードは設定されていませんので、 
誰でもログインできる状態にあります。設定をおこなう前に、必ず、管理者ユーザー名とパスワー 
ドの設定をおこなってください。 


1設定画面で、左側のメニューから[基本設定]一[システムセキュリティ]を選択し 
ます。 

2 「管理ユーザ名」に新しいユーザー名、「パスワード」と「パスワード確認」に新しい 
パスワード（同一のもの）を入力します。（パスワードはデフオルトでは設定されて 
いません） 

3 [設定]をクリックします。 

4 ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されますので、新しく設定したユー 
ザー名とパスワードを入力してください。 

fmm パスワードを忘れると、ログインできな〈なります。ご購入時の状態に戻すには、本製品 
をバッファロー修理センターに送って有償修理していただくことになります。その場合、 
本書の裏表紙に記載されているバッファロー修理センターへご依賴ください。 
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ネットワーク構成例「例 1. ポートベース VLAN (会社の場合)」 

ネットワークプランニング 


ネットワーク構成例 


VLAN 設定に関わる MAC アドレスの学習方式については、 「 MAC アドレスの学習方式」 （ P .14) を 
参照してください。 

例 1. ポートベース VLAN (会社の場合） 

ポートベース VLAN は、ブロードキャストドメインを分割し、セキュリティーを向上させたり、 
ネットワークパフオーマンスの巧下を防いだりするために使われます。 

この例では、ポートベース VLAN を利用して、総務部が属する VLAN と経理部が属する VLAN を 
分割する設定方法を説明します。この場合、総務部と経理部の間を通信できなくなります。 


設定の概要 

• 本製品を1台使用する。 

• ポート1〜4を総務部、ポート5〜8を経理部に割り当てる。 
• VLAN を2グループ作成する。 



ポート 

PVID (Port VLAN ID) 

VLAN 1 ( SOUMU ) 

1〜4 

1(ポート1〜 4) 

2 (ポート5〜 8) 

VLAN 2 ( KEIRI ) 

5〜8 



ネ 

ヴ 


7 

I 

ク 

1 


グ 



を^' 








VLAN1: 総務部 J し VLAN2 : 経理部 
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第 3 章ネットワークプランニング 

設定のながれ 


(；ステップ1本製品にログインする。 ） 

(ステップ2 VLAN 2 を作成する。 ) 

(ステップ3 PVID(Port VLAN ID ) を設まする。 ） 

(ステップ4 VLAN 1の設定を変更する。 ） 

(ステップ5 VLAN の設定を確認する。 ） 

ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネッ I ' ワークから本製品へログインします。 

1 本製品のポート1とパソコンをネットワークに接続してから、それぞれの電源を 
ON にします。 

2 「本製品の設定画面にログインする」 ( P 25) を参照して、本製品へログインします。 

ステップ2 VLAN の作成 (VLAN 2) 

「設定の概要」 ( P ' 27 ) のとおりに VLAN を作巧します。 

BWem デフオルトでは、管理アクセス用の VLAN が 1 に設定されています。 VLAN を作成すると 
きに、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLANl が外のポートからは Web 設定 
画面を表示できません。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 
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ネットワーク構成例「例 1. ポートベース VLAN (会社の場合)」 


2 VLAN 2 を設定します。 

「新規 VLAN 作成」欄で VLAN ID を|■2」、 VLAN 名を^ K 曰 RI 」、ポート5〜8を 「Static 
Untagged 」 に設定し、[設定]をクリックします。 


VLAN ステータス 



TStatic Taeeed U:Static Untaseed -：Not Member 


ボート 1 

Static Tagged 〇 

Static Untagged 〇 

Not Member © © © @ 


を 


脾ミ ぉ 两^ 


入力 


選択 

クリック 


3 「設をを保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 

VLAN を作成したら、をポートに PVID を設まする必要があります。 PVID を設をしないと、 
VLAN は機能しません (29 ぺージ rPVID(Port VLAN ID ) の設を」を参照）。 


ステップ3 PVID (Port VLAN ID ) の設定 

「設定の概要」 (P.27) のとおりに、各ポートに所属させる VLAN (PVID) を設定します。 

この例では、 VLAN1 に属するポートに PVID し VLAN2 に属するポートに PVID2 を設定します。 


1 [詳細設定]— [ VLAN 設定]— [ VLAN ポート設定]を開きます。 

2 各ポートの PVID を設定します。 

PVID 1 をポート1〜 4、 PVID 2 をポート5〜8にして、[設定]をクリックします。 


VLAN ボート設定 


ボート / 

^ 1 

3 

5 7 > 

PVID ( 

□ 

□ 

口 己 

* -卜 1 

2 

4 

6 8 

PVID \ 


口 

。 [2~~> 




入力 

クリック 


3 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 
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第 3 章ネットワークプランニング 

ステップ4 VLAN の設定を更 ( VLAN 1) 

PVID を設定したら、 VLAN 1 の設定をを更（ポート1〜4だけを VLAN 1 のメンバーに）します。 


1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 

2 VLAN 1 をを至します。 

「 VLAN ステータス」欄の [1] にある[編集]をクリックし、 VLAN 名を 「 SOUMU 」、 
ポート5〜8を 「Not Member 」 に設定します。 

[設定]をクリックします。 


VLAN ステータス 


VLAN ID 

1 2 3 4 5 6 7 8 

VLAN ^ 

VLAN Mgmt _ _ 

1 UUUUUUUU UP f II 集 J - 

2 

----UUUU 

KEIRI 

DOWN W お目 1 断 






"r:Static Tagged UiStatic Untagged -:Not Member 


巧規 VLAN 作巧 

VLAN ID: ( 

VLAN を (SOUMU 

VLAN Management : 因 


クリック 


入力 


ボート 1 2 3 4 5 6 

Static TaEged 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
Static Unta£ged ® ® ® 

Not Member 


000 <3®®®® I 

( 做 11 1 丽の 网 - 


選キ尺 


クリック 


3 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 


ステップ5 VLAN の設定巧認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 
[ VLAN ステータス]に、現在の VLAN 設定の一覧が表示されます。 

VLAN ステー タス 

VLAN ID 12345678 VLAN を VLAN Mgmt 



T:Static Tagged U:Static Untagged -;Not Member 


が上で設定は完了でず。 
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ネットワーク構成例「例 2. マルチプル VLAN (学巧の場合）」 


例 2. マルチプル VLAN (学校の 場合） 

マルチプルポート（才ーバーラップポート）は、すべての VLAN グループに才ーバーラップしてい 
る（重なっている）ポートです。このポートには、バックボーンやサーバーといった、各 VLAN グ 
ループからアクセス可能にしたいネットワークリソースを接続します。 

この例では、マルチプル VLAN を利用して、職員室が属する VLAN とその他の教室が属する VLAN 
に分割し、ルータやサーバーを接続するポートをマルチプルポート（オーバーラップポート）にす 
る設定ちまを説明します。この場合、職員室からも教室からもインターネッや校内のサーバーに 
アクセスできますが、職員室と教室の間では通信できません。 

設定の概要 

-本製品を1台使用する。 

-ポート1〜3を職員室、ポート6〜8を教室、ポート4〜5をルータとサーパ'-に割り当てる。 

• VLAN を3グループ作成する。 



ポート 

PVID (Port VLAN ID) 

VLAN 1 

1〜8 

1(ポート4〜 5) 

2 (ポート1〜 3) 

3 (ポート6〜 8) 

VLAN 2 (STAFF ROOM ) 

1〜5 

VLAN 3 ( CLASS - ROOM ) 

4〜8 


X 全ポートが巧属する VLANI が共有 VLAN となるので、すべてのポートから VLAN 1 に巧属する 
ポートにアクセスできるよラになります。 


r « a 職員室と教室は、同じサブネッ S に設定してください。 

例えば、各ホストに192.168 . ll . x /24( x は任意）という IP アドしスを割り付けます。 VLAN 1 
は、 VLAN 2、3 からインターネットやサーバーにアクセスするたゆに必要となります。 




ネ 

'ソ 


I 

ク 


グ 
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第 3 章ネットワークプランニング 

設定のながれ 


ステップ1本製品にログインずる。 

▼ 

( I ステップ2 VLAN 2、3 を作成する。 

▼ 

(ステップ3 PVID(Port VLAN ID ) を設定する。 

▼ 

([ステップ4 VLAN の設定を確認する。 


ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネットワークから本製品へログインします。 

1 本製品のポート1とパソコンをネットワークに接結してから、それぞれの電源を 
ON にします。 

2 「本製品の設定画面にログインする」 ( P 25) を参照して、本製品へログインします。 

ステップ2 VLAN の作成 ( VLAN 2、3) 

「設定の概要」 （ P .31) のとおりに VLAN を作成します。 

デフオルトでは、管理アクセス用の VLAN が1に設定されています。 VLAN を作成すると 
き に 、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLAN 1外のポー S からは Web 設定 
画面を表示できません。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 
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ネットワーク構成例「例 2 . マルチプル VLAN (学巧の場合）」 

2 VLAN 2 を設定します。 

「新規 VLAN 作成」欄で VLAN ID を 「2」、 VLAN 名を rSTAFF _ R 00 M 」、 

ポート1〜5を Static Untagged に設定します。 

「VLAN Mnagement 」 欄にチェックマークをつけて、[設定]をクリックします。 

VLAN ステイス 

VLAN 1 
1 

■ PVID 

TiStatic TaEged UiStatic Untagged - :Not Member 

巧規 VLAN 作成 

VLAN 
VLAN 
VLAN 



選択 


( mJ 网 -クリック 


r 2 (1 

V STAFFW 


-入力 



3 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 

4 VLAN 3 を設定します。 

「新規 VLAN 作成」欄で VLAN ID を 「3」、 VLAN 名を rCLASS _ R 00 M 」、 

ポート4〜8を Static Untagged に設定し、[設定]をクリックします。 

VLAN ステータス 


VLAN ID 

12 3' 

1 5 6 7 8 

VLAN を 

VLAN Msmt 


1 UUUUUUUU UP S 集 

2 

U U U 1 

J u --- 

STAFF, ROOM 

DOWN 

S 集/削除 









巧規 VLAN 巧巧 


VLAN ID; j 

ria — 1(1-4094) 

VLAN 名； ， 

、户 ASS-ROOM 

VLAN Management: □ 



ポート 



和 福 n 祝 


入力 

選択 
ク IJ ック 


5 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 


fmm VLAN を作成したら、各ポートに PVID を設定する必要があります。 PVID を設定しないと、 
VLAN は機能しません （「PVID(PortVLAN ID) の設定」 （R34) を参照）。 
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第 3 章ネットワークプランニング 

ステップ3 PVID(Port VLAN ID ) の設定 

「設定の概要」 （ P .31) のとおりに、各ポートに所属させる VLAN ( PVID ) を設定します。 

この例では、マルチプルポート（才ーパ'-ラップポート）4、5に VLAN 1 を設定します。 

その他のポートについては、 VLAN 2 に属するポートに PVID 2、 VLAN 3 に属するポートに PVID 3 を 
設定します。 


1 [詳細設定]— [ VLAN 設定]— [ VLAN ポート設定]を開きます。 

2 各ポートの PVID を設定します。 

PVID 1 をポート4〜 5、 PVID 2 をポート1〜 3、 PVID 3 をポート6〜8にして 
[設定]をクリックします。 


VLAN ボ ー ト設を 


ポート 

い 

3 

5 

7 

PVID 

( Q 

口 

口 

口 

ポート 

1 2 

4 

6 

8 

PVID 

V 己 

口 

口 

□ 




クリック 



入力 


3 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 


ステップ4 VLAN の設定巧認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 
[ VLAN ステータス]に、現在の VLAN 設定の一質が表示されます。 


VLAN ステータス 


VLAN ID 1 2 3 

4 

5 

6 

7 8 

VLAN を 

VLAN Mgmt 


1 u u u 

U 

U 

U 

u u 


UP 

fl 集 

2 U U U 

U 

U 

- 

-- 

STAFF ROOM 

UP 

毎集/削除 

3 --- 

U 

U 

U 

u u 

CLASS-ROOM 

DOWN 

毎集/卽ぉ 

■ PVID ■|2||2||2|| 

■ 

■ 






T:Static Tagged U 夕 tatic Untagged -：Not Member 


が上で設定は完了です。 


34 I BS - G 2008 MR 導入ガイド 









ネットワーク構成例「例 3. マルチプル VLAN (インターネットマンションの場合）」 


例 3. マルチプル VLAN (インターネットマンションの 

場合） 

この例では、マルチプル VLAN を利用して、マンションの各部屋とインターネットを接続し、各部 
屋間の通信は禁止する方法を説明します。具体的には、部屋数が 7 のインターネットマンションの 
各部屋を VLAN で分割し、インターネット（ルータなど）に接続するポートをマルチプルポート 
(オーバーラップポート）にする設定方法を説明します。 


設定の概要 

-本製品を1台使用する。 

-ポート1をルータなど、ポート2〜8を各部屋に割り当てる。 
• VLAN を 8 グループ作成する。 



ポート 

PVID (Port VLAN ID ) 

VLAN1 

1〜8 

1 (ポート 1) 

2 (ポート 2) 

3 (ポート 3) 

VLAN2 (ROOM lOl) 

し 2 

VLAN3 ( 民 00 M l02) 

し 3 

VLAN4 ( 民 00 M_201) 

し 4 

4 (ポート 4) 

VLAN5 (ROOM_202) 

し 5 

5 (ポート 5) 

6 ( ポト 6) 

7 (ポート 7) 

VLAN6 ( 民 00 M_301) 

し 6 

VLAN7 (ROOM_302) 

し 7 

8 (ポート 8) 

VLAN8 ( 民 00 M—401) 

し 8 



义 全ポートが巧属する VLANI が共有 VLAN となるので、すべてのポートから VLAN 1 に巧属する 
ポートにアクセスできるよラになります。 



naa • マンションのを部屋は、同じサブネットに設定してください。例えば、をホストに 
192.168 .11.X/24 (X は任意）という IP アドレスを割り当てます。 

• VLAN 1は、各部屋 （ VLAN 2 〜 8) からインターネットにアクセスするために必要です。 
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第 3 章ネットワークプランニング 



インターネット 


設定のながれ 

(^ステップ1本製品にログインする。 

マ. _ 

(ステップ2 VLAN 2 〜8を作成する。 

▼ , 

(ステップ3 PVID(Port VLAN ID ) を設定する。 

▼ 

(ステップ4 VLAN の設定を確認する。 


3 


つ 


つ 
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ネットワーク構成例「例 3. マルチプル VLAN (インターネットマンションの場合）」 


ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネットワークから本製品へログインします。 

1 本製品のポート1とパソコンをネットワークに接続してから、それぞれの電源を 
ON にします。 

2 「本製品の設定画面にログインする」 ( P 25) を参照して、本製品へログインします。 


ステップ2 VLAN の作成 ( VLAN 2 〜 8) 

「設定の概要」 ( P .35) のとおりに VLAN を作成します。 

脚原 デフオルトでは、管理アクセス用の VLAN が1に設定されています。 VLAN を作成すると 
き に 、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLAN 1が外のポートからは Web 設定 
画面を表示できません。 


1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 

2 VLAN 2 を設定します。 

「新規 VLAN 作ホ」欄で VLAN ID を! " Sj . VLAN 名を 「 ROOMJOI 」、 ポート1と2を 
Static Untagged に設定し、[設定]をクリックします。 


VLAN ステータス 



T 夕 tatic Ta£ged U 夕 tatic Untagged 


巧規 VLAN 作巧 



入力 



(巧11 J r 捕の 


選択 

クリック 


3 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 
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4 VLAN 3 を設定します。 

「新規 VLAN 作成」欄で VLAN ID を r 3」、 VLAN 名を rROOM _102」、 ポート1と3を 
Static Untagged に設定し、[設定]をクリックします。 


VLAN ステー タス 


VLAN ID 1 

2 3 4 5 6 7 8 

VLAN を 

VLAN Mgmt 


1 U 

u u u u u u u 


UP 

否集 

2 U 

u ------ 

ROOMJOl 

DOWN 

S 集/削お 

■ PVID ■■ 






T ぶは tic Tagged U 夕 tatic Untagged -:Not Member 


入力 

選択 

クリック 


新規 VLAN 作成 



ボ—卜 fsi 45678 

Static Tagged L O X 0 O O 0 0 
Static Unta 四 ed MSj' .^©JO 0 0 0 0 
Not Member <S>^ ® ® ® ® ® 

(品ミ 脚 - 


5 「設をを保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 

6 な降、 VLAN 4 〜8も同様の手順で設定します。 

VLAN を作成したら、をポートに PVID を設まする必要があります。 PVID を設をしないと、 
VLAN は機能しません （rPVID(PortVLAN ID) の設を」 （P.38) を参照）。 


ステップ3 PVID (Port VLAN ID ) の設定 

「設定の概要」 （ P .35) のとおりに、各ポートに所属させる VLAN ( PVID ) を設定します。 

この例では、マルチプルポート（才ーパ'-ラップポート ）1 に VLAN 1 を設定します。 

その他のポートについては、 VLAN 2 に属するポートに PVID 2 sVLAN 3 に属するポートに PVID 3( が 
降、同様に PVID 8 まで）を設定します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ポート設定]を開きます。 
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ネットワーク構成例「例 3. マルチプル VLAN (インターネットマンションの場合）」 


2 


各ポートの PVID を設定します。 

PVID 1 をポート1に、 PVID 2 をポート2に、 .、 PVID 7 をポート7じ、 PVID 8 を 

ポート8にして、[設定]をクリックします。 


VLAN ボ ー ト設定 



入力 


クリック 


3 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 


ステップ4 VLAN の設定巧認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 
[ VLAN ステータス]に、現在の VLAN 設定の 一 K が表示されます。 


VLAN ステータス 


VLAN ID 1 

2 

3 

4 己 

6 

7 

8 

VLAN を 

VLAN Mgmt 


1 U 

U 

U 

U U 

U 

U 

U 


UP 

お 集 

2 U 

U 






ROOM 101 

DOWN 

g 集/削除 

3 U 

- 

U 





ROOM_102 

DOWN 

ち 集/削除 

4 U 

- 

— 

U - 

- 

- 

- 

ROOM_201 

DOWN 

毎 集/削除 

5 U 

- 

- 

- U 

- 

- 

- 

ROOM 202 

DOWN 

ち 集/削除 

6 U 

- 

- 

- - 

U 

- 

- 

ROOM 301 

DOWN 

g 集/削除 

7 U 





U 

- 

ROOM 302 

DOWN 

g 集/削除 

8 U 






U 

ROOM 401 

DOWN 

II 集/削除 


I = E 10|1| 12113ルかか…11811 



I 

ク 

1 


T 夕 tatic Tagged U;Static Untagged -:Not Member 


が上で設定は完了でず。 
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第 3 章ネットワークプランニング 


例4•タグ VLAN (会社の場合） 

この例では、タグ VLAN を利巧して、本製品2台を UTP ケーブル1本で接続し、総務部が属する 
VLAN と営業部が属する VLAN を分割するち法を説明します。 

この場合は、総務部と営業部の間では通信できませんが、異なるスイッチに接続されている同じ 
VLAN グループ(総務部同±、営業部同±)は通信できます。 

I Wd タグ VLAN と非タグ VLAN の比較 

• タグ VLAN を使用しない場合（非タグ VLAN ) 

スイッチ間の接続には、 VLAN グループの数だけ UTP ケーブルが必要になります。 
VLAN グループを新たに追加すると、ケーブルも追加する必要があります。頻繁にレ 
イアウトを変更したり、スイッチ間の距離が離れていたりすると、ケーブル配線も困 
難になります。 


非タグ VLAN 



-タグ VLAN を使用する場合 

スイッチ間を接続するときは、 VLAN グループの数に関わらず、1本の UTP ケーブル 
で接綿できます。 VLAN グループを新たに追加しても、ケーブルを追加する必要はあ 
りませんので、ケーブル配線が容易になります。 

タグ VLAN 
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ネットワーク構成例「例 4. タグ VLAN (会なの場合)」 


設定の概要 

•本製品を2台使用する。 

-ポート4をタグ付きポートにして本製品同±を接続する。 

-タグなしポー!^1〜3を総務部に、タグなしポート5〜8を営業部に割り当てる。 
• VLAN を2グループ作成する。 



ポート 

PVID (Port VLAN ID) 

VLAN 1 ( SOUMU ) 

1 〜 4 

ポート 4 にタグを設定。 

1(ポート1 〜 4) 

2 (ポート5〜 8) 

VLAN 2 ( EIGYOU ) 

4 〜 8 

ポート 4 にタグを設定。 


《この例では、2台とも同じ設定にします。 


2階 


タグ付きポート 


mmBtSmSttSmmmm 


VLAN 1: 総務部 


て 


VLAN 2: 営業部 


^ タグなしポート J I タグなしポート J 


1階 


タグ付きポート 


^■HnvSUnvvH 

つ厂 •し 取 


UTP ケーブル 




VLAN 1: 総務部 


VLAN 2: 営業部 


タグなしポート )1 タグなしポート J 
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第 3 章ネットワークプランニング 

設定のながれ 


(ステップ1本製品に□グインずる。 ) 

▼ 

ステップ2ポート4をタグ付きポートにして本製品同±を接続する。) 

T 

(ステップ3 PVID(Port VLAN ID ) を設定する。 ） 

、 

(ステッフ4 VLAN 1 の設定を変更する。 ） 

(ステップ5 VLAN の設定を確認する。 ） 


ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネットワークから本製品へログインします。 

1 本製品のポート1とパソコンをネットワークに接結してから、それぞれの電源を 
ON にします。 

2 「本製品の設定画面にログインする」 ( P 25) を参照して、本製品へログインします。 

ステップ2 VLAN の作成 

「設定の概要」 （ P .41) のとおりに、 VLAN を作成します。 

デフオルトでは、管理アクセス用の VLAN が1に設定されています。 VLAN を作成すると 
き に 、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLAN 1が外のポートからは Web 設定 
画面を表示できません。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 
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ネットワーク構成例「例 4. タグ VLAN (会社の場合)」 


2 VLAN 2 を設定します。 

「新規 VLAN 作成」欄で VLAN ID を r 2」、 VLAN 名を「曰 GYOU 」、 ポート4を Static 
Tagged に、ポート5〜8を Static Untagged に設定し、[設定]をクリックします。 


VLAN ステータス 


VLAN ID 12345678 

VLAN さ VLAN Mgmt 


1 uuuuuuuu 

UP 

お集 





"r:Static Tagged U 夕 tatic Untagged -;Not Member 


巧規 VLAN 作成 



入力 


ボート 

1 

2 3 J 

1 5 6 7 8 

Static Tagged 

o 

0 r>Q 

ク心 0 0 0 、 

Static Untasged 

o 

O O T 


Not Member 

® 

@ @ C 





選択 

クリック 


3 「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 

VLAN を作成したら、をポートに PVID を設まする必要があります。 PVID を設をしないと、 
VLAN は機能しません (43 ぺージ rPVID(Port VLAN ID ) の設を」を参照）。 


ステップ3 PVID (Port VLAN ID ) の設定 

「設定の概要 j ( P .41) のとおりに、各ポートに巧属させる VLAN ( PVID ) を設定します。この例では、 
VLAN 1 に属するポート（ポート1〜 4) に PVID し VLAN 2 に属するポート（ポート5〜 8) に PVID 2 
を設定します。 

1 [詳細設定]— [ VLAN 設定]— [ VLAN ポート設定]を開きます。 

2 各ポートの PVID を設定します。 

PVID 1 をポート1〜 4、 PVID 2 をポート5〜8にして、[設定]をクリックします。 


VLAN ボート設定 



入力 


クリック 


3 


「設定を保巧しています...完了」と表示されたら、旧 ack ] をクリックします。 
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第 3 章ネットワークプランニング 

ステップ4 VLAN の設定を更 ( VLAN 1) 

PVID を設定したら、 VLAN 1の設定を変更(ポート1〜4だけを VLAN 1のメンバーに）します。 


1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ステータス]を開きます。 

2 VLAN 1 をを至します。 

「 VLAN ステータス」欄の [1] にある[編集]をクリックし、 VLAN 名を 「 SOUMU 」、 
ポート4を Static Tagged に、ポート5〜8を 「Not Member 」 に設定して[設定]を 
クリックします。 



こ函〇 ■■■■|2||2||2| 回 I 

TiStatic Tappftri UiStatic Unta£ged 


VLAN を 
曰 QYOU 




クリック 


巧規 VLAN け巧 

VLAN ID: n ~~ I 

VLAN 名： こ 「SOLMU 

VLAN Managementn?^^^^^^^^ 



入力 


選択 

クリック 


3 「設をを保巧しています...完了」と表示されたら、 [ Back ] をクリックします。 


ステップ5 VLAN の設定巧認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 
[ VLAN 情報]に、現在の VLAN 設定の一覧が表示されます。 

VLAN ステータス 


VLAN ID 1234 己 678 

VLAN を 

VLAN Mgmt 


1 UUUT---- 

SOUMU 

UP 

mm 

2 ---TUUUU 

EIGYOU 

DOWN 

mmmm 


T:Static Tagged UrStatic Untagged 

-：Not Member 




が上で設定は完了です。 
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Web 設定画面 


Web 設定インターフエース 


Web 設定画面 


この章では、 Web 設定画面を使って、本製品の設定やネットワークの監視をする方法を説明しま 
す。 

Web 設定画面を表示するには、 コン ピュータに インス ールされている Web ブラウザー (Windows 
パソコンで Internet Explorer 6.0 が降）を使巧します。 

r«a メニューインターフエースおよびコマンドラインインターフエースで設定する場合は、 
「マニュアル CD 」 内の「設定ガイド」を参照してください。 

設定保存時のを意 

各種設定の保存時や設定値の復元時、ファームウェアの更新時は、本製品の電源を OFF にしないで 
ください。本製品が故障したり、設定した内容が消失する恐れがあります。 

また、万一の場合に備えて、設定した内容を保をしておくことをお勧めします。設定内容の保をに 
ついては、「設定のバックアップ/復元 J 化 88) を参照してください。 


吉 eb 設定インタ—フ H — ス 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


トップページ 

Web ブラウザーで本製品に接続すると、が下のようなトップページが表示されます。画面の左側に 
はメニューツリー、ち側にはシステム情報が表示されます。他のメニューに移動し、設をバラメー 
夕一と統計情報を表示するには、 メニューツ リーの リンクをクリ ックします。 



パネルま示 

Web 設定インターフェースには、本製品のポートの図で各ポートの状態（リンク状態、デュプしッ 
クスまたはフローコントロール）が表示されます。また、ポートの図をクリックすると、ポートの設 
定画面が表示されます。 


BS-G2008MR 


|LinkU|)-1000rvllLinkU|> 100rvllLinkU|)<10rvl|LinkDown 
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メニュー階層 


メニュー階層 


メニューインターフェースのメニュー項目と体系は、次のとおりです。各メニューの説明は、それ 
ぞれのぺージを参照してください。 


メイン画面 

説明 

ぺージ 

システム情報 

本製品に関する情報を表示します。 

50 ぺージ 


基本設を 


システム情報設を 

本製品を識別する情報を設定します。 

51 ぺージ 


IP アドレス設を 

本製品の IP アドレスなどを設定します。 

52 ぺージ 


SNMP 設定 



SNMP コミュニティテーブル 

SNMP コミュニティ名を設定します。 

53 ぺージ 



SNMP ホストテーブル 

SNMP ホストテーブルを設定します。 

54 ぺージ 



SNMP トラップイベント 

SNMP コミュニティ認証トラップを通知 
するかしないかを設定します。 

55 ぺージ 


MAC アドレステーブル設定 



MAC アドレスフイルタリン 
グ 

MAC アドしスでのフィルタリング設定を 
おこないます。 

56 ぺージ 



スタテイツク MAC アドレス 

スタティック MAC アドレスの設定をお 
こないます。 

57 ぺージ 



MAC アドレスエージング 

MAC アドしス学習のエージング時間を設 
定します。 

57 ぺージ 


ポート設定 



ポートステータス 

ポートの状態を表示します。 

58 ぺージ 



を度/モード設を 

ポートの通信速度やデュプしックスモー 
ドなどを設定します。 

59 ぺージ 


システムセキュリティ 



ユーザー名/パスワード 

本製品にログインするたゆのユーザー名 
およびパスワードを設定します。 

60 ぺージ 



管理端ま IP 制限 

本製品にログインできる管理端末（民 S- 
232C (コンソール）接続を除く）の IP を 
設定します。 

62 ぺージ 



ユーザーインターフ X — ス設 
定 

管理インターフェースに関する設定をお 
こないます。 

63 ぺージ 


SNTP 設ま 

SNTP (Simple Network Time Protocol) に 
関する時刻の設定をおこないます。 

64 ぺージ 


詳細設を 


VLAN 設ま 



VLAN ステータス 

現在の VLAN の設定状況および VLAN の 
新規作成をおこないます。 

65 ぺージ 



VLAN ポート設を 

PVID (ポート VLAN の）を設定します。 

66 ぺージ 
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第 4 章 Web 設をインターフ; L - ス 


QoS 設定 


QoS ステータス 

優先度の設定をおこないます。 

67ぺージ 


優先度対応設を 

ToS 、 DSCP 、 CoS 、 ポートベースの各優 
先度の対応設定をおこないます。 

68ぺージ 

ポートセキュリティ 


ユー ザー認証ステータス 

認証サーパ'-およびポート認証のステー 
タスを表示します。 

70ぺージ 


認証サーバー設定 

認証サーパ'-(民 ADIUS サーバ ー) の設 
定をします。 

71ぺージ 


ポート認証設定 

ポートごとに802 . lx 認証の設定をおこな 
います。 

73ぺージ 

ポートトランク設定 

ポートトランクの設定をおこないます。 

74ぺージ 

ループ/ストーム防止設定 

ループ/ストーム防止設定をおこないま 
す。 

75ぺージ 

ミラーリング設を 

トラフィックをモニタリング（通信内容 
をミラー元からミラー先へコピ ー) する 
ための設定をします。 

80ぺージ 

STP 設を 


STP ブリッジ設を 

スパニングツリー(冗長構成）の設定を 
おこないます。 

81ぺージ 


STP ポートステータス 

スパニングツリーのポート設定が態が表 
のされます。 

83ぺージ 


STP ポート設を 

スパニングツリーのポート設定をおこな 
います。 

84ぺージ 

IGMP 設を 


IGMP ステータス 

IGMP の状態を表示します。 

85ぺージ 


IGMP 設を 

IGMP の設定をおこないます。 

86ぺージ 

管理 

ファームウ X ア更新 

ファームウェアファイルをダウンロード 
して、ファームウェアの更新をおこない 
ます。 

87ぺージ 

設をのバックアップ/復元 

本製品の設定情報を保をしたり復元した 
りします。 

88ぺージ 

再起動 

本製品を再起動します。 

89ぺージ 

設を巧期化 

本製品に設定した内容を初期化して再起 
動します。 

89ぺージ 

MAC アドレステーブル 


MAC アドレステーブル 
(ポート順） 

MAC アドしステーブルをポート順に表示 
します。 

90ぺージ 


MAC アドレステーブル 
(MAC アドレス順） 

MAC アドしステーブルを MAC アドレス 
j 頃に表示します。 

90ぺージ 

統計情報 

本製品の統計情報を表示します。 

91ぺージ 

ログ情報 

本製品のログ情報を表示します。 

93ぺージ 
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メニュー階層 


Syslog お送設定 

本製品のログ情報を Syslog サーパ'-に転 
送する設定をおこないます。 

94ぺージ 

Ping テスト 

Ping (応答確認）テストを実行します。 

95ぺージ 

サポート 

サポート 

g 品に関するサポ-卜情報を参照巧 

96ぺージ 



靈 


I 

ス 
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メイン四’面_ 

システム情報 

本製品に関する情報を表示します。 

=>システム情報 
システム 情巧 


製品を 

BUFFALO BS - G 2008 MR 

システム情 巧 

スイッチを： BS 1 23456789 0 AB 
設置 場 巧： NotDefined 
管巧を： NotDefined 
接動時間： X day X hr . X min . X sec . 
OID : xx . xxxxxxxx.xx 


手動設定 

IP アドレス 

IP アドレス： 192.168.1254 

サブネットマスク： 255.255.2550 

デフォルトヴートウエイ： 0.000 

バージョン情報 

ファームウ エマ》 S —ジヨン： XXXX 
フートコードハーシヨン：乂 x>cx 
) 、ードウエア/ S —ジヨン： XX 

有巧設定 

MAC アドレス12:34:日 6:78:90 :AB 


パラメーター 

説明 

製品名 

製品名が表示されます。 

スイツチ名 

本製品に割り当てられた名前が表示されます。 

設置場所 

本製品が設置されている場所が表示されます。 

管理者 

本製品の管理者名が表示されます。 

棲働時間 

本製品の核概時間が表示されます。 

電源を OFF にすると、稼慟時間はリセットされます。 

OID 

OID が表示されます。 

IP アドレス 

本製品の IP アドレス、サブネットマスク、デフホルトゲート 
ウェイ等の情報が表示されます。 

ファームウエアバージ ヨン 

ファームウ X アのバージョンが表示されます。 
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基本設定 


パラメーター 説明 

ブートコード/くージョン ブートコードの/くージョンが表示されます。 

ハードウ X アバージョン ハードウ X アのバージョンが表示されます。 

有線設定 管理インターフエースの MAC アドレスを表示します。 


基本設定 


システム情報設定 

本製品を識別する情報を設定します。 


=>基本設定ーシステム情報設定 


システム情報設定 


スイッチを (System Name) 

I BS 1 23456789 OAB I ( 半角英巧字- _31 文字まで） | 


設置場巧 (System Location) 

iNotDefined I (半ち央巧を- 3 1 タミまで） 


管巧者 (System Contact) 

INotDefined | (半角巧巧字ぶ- 31夕字まで） 


靈 



フ 


パラメー ター 

説明 


スイツチ名 

本製品に割り当てる名前を入力します。 


(System Name) 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーパ'-)で 31 
デフホルト： BS +本製品の MAC アドレス） 

文字まで、 

設置場所 

本製品が設置されている場所を入力します。 


(System Location) 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーパ'-)で 31 
デフオルト： NotDefined (未登録)） 

文字まで、 

管理者 

本製品の管理者名を入力します。 


(System Contact) 

(半角英数字、"."（ドツト）、"(アツトマーク）、"-"(ハイフン）、" 
(アンダーバー）で 31 文字まで、デフオルト： NotDefined (未登録）） 
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IP アドレス設定 

本製品の IP アドしスなどを設定します。 

=>基本設定一 IP アドレス設定 

IP アドレス設定 


IP アドレス 

1192.168 .1.254 | 

サブネットマスク 

1255.255 .255.0 | 


デフオルト ヴー トウ エイ 巨 000 


DHCP モード 

1 おな v | 


画 


パラメーター 

説明 

IP アドレス 

IP アドレスを指定します。（デフオルト：192.168 .1.254) 

サブネツトマスク 

サブネットマスクを指定します。（デフホルト： 255.255 .255.0) 

デフホルトゲート 
ウェイ 

デフホルトゲートウェイの IP アドレスを指定します。 

(デフオルト：0.0.0.0) 

DHCP モード 

DHCP による IP アドレスの取得を有効または無効にします。 

有効： DHCP サーバーより IP アドレスを取得します。 

無効： DHCP サーバーから IP アドレスを取得する機能を 
無効にします。（デフオルト） 


52 


BS - G 2008 MR 導入ガイド 













基本設を 


SNMP コミユニテイテーブル 

SNMP コミュニティ名を設定します。 


=>基本 設定一 SNMP 設定一 SNMP コミュニティテーブル 

SNMP コミュニティテ'—ブル 


No 

Communi れ(半角英巧字-_31文字まで） 

GET 

SET 

TRAP 

1 

1 pub lie 1 

囚 

□ 

□ 

2 

1 1 

□ 

□ 

□ 

3 

1 1 

□ 

□ 

□ 

4 

1 1 

□ 

□ 

□ 

5 

1 1 

□ 

□ 

□ 

6 

1 1 

□ 

□ 

□ 

7 

1 1 

□ 

□ 

□ 

8 

1 1 

□ 

□ 

□ 


國 


パラメーター 説明 


Community コ ミュニティ 名を設定します。 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーバー）で31文字まで） 
(デフオルト： No 1： publicCGET にのみチエック：読み取り専用）） 

get SNMP コミュニティのメンバーに対して、スイッチの SNMP 情報へ 

の読み取リアクセスを許可します。 

SET SNMP コミュニティのメンバーに対して、スイッチの SNMP 情報へ 

の書き込みアクセスを許可します。 



靈 


I 

ス 


TRAP 


SNMP コミュニ テイの メ ンバーが SNMP トラップを受信できるよ 
うにします。 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


SNMP ホスト テーブル 

SNMP ホストテーブルを設定します。 


=>基本設定一 SNMP 設定一 SNMP ホストテーブル 

SNMP ホスト テー ブル 
ホスト語証 悼 ’ 如 V|1 


No. ホストを ( 半ち英巧字 - _31 文字まで） IP アドレス Community 


1 1 II 11 public V 1 

2 1 

II 1 [public 

V 

G 1 

1 1 11 public 

V 

4|| 

1 1 11 public 

vj 

5 1 

1 1 1! public 

V 

6 11 

II 11 public 

- ‘1 

7 1 

1 1 11 public 

V 

8|| 

1 1 II public 

V 

9 1 

1 1 1 |pL*lic 

v| 

10 I 

11 11 public 

v| 


11 1 

1 1 1 j public 

V 

1211 

1 1 11 public 

V 

13 I 

1 1 11 public 

V 

iVl 

11 llpiAlic 

yj 

15 I 

1 1 1 i public 

V 

16|| 

1 1 II public 

V 



パラメーター 説明 


ホスト認証 SNMP のホスト認証のち効/無効を設定します。 

有効：ホスト認証を有効にします。 

この場合、指定された IP アドレスの SNMP マネージャからの 
み SNMP のサービスを提供します。読み書き権限はコミュニ 
ティによって決まります。 

無効：ホスト認証を無効にします。（デフオルト） 

この場合、任意のホストからの SNMP 要求を受け付けます。 
読み書き権限はコミュニティによって決まります。 

み コミュニティ ごとの読み書き制限は、 

SNMP コミュニティテーブル 画面 （ P 53) にて設 ちします。 

ホスト名 SNMP 要求を許可するホストの名前を設ちします。名前は任意のも 

ので良いですが、最植1文字は入力する必要があります。 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーバー）で31文字まで、 
デフオルト：なし） 

IP アドレス SNMP 要求を許可するホストの IP アドレスを設定します。 
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基本設を 


パラメーター 

説明 

Community 

ホストのコミュニティを 選巧します。 コミュニティは SNMP コミュ 
ニティテーブル 設を画面にて事前に設をしておく必要があります。 
(デフオルト ： public (コミュニティテーブルの 初期登録）） 

X 別途、 SNMP モニタリングソフトが必要です。 


X 登録したホストを削除する場合、ホスト名と IP アドしスを空欄にして[設を]をクリックします。 

X SNMP トラップを使用する場合、トラップをを信するホストをホストテーブルに登録し、コミュ 
ニティのトラップ属性を有効にします。なお、一度 I ' ラップを有効にしたホストをホストテーブ 
ルに登録すると、 HostAWhorizationis を無交力にしてもトラップをを信します。トラップ送信を中 
止したい場合、トラップホストをホストテーブルから削除する必要があります。 

※サポートするトラップは次の通りです。 

0 coldStart 
1 warmStart 
2 ImkDown 
3 linkUp 

4 authenticationFailure (有効/無効の切り替えができます。） 


SNMP トラップイベント 

SNMP コミュニティ認証トラップを通知するかしなしけ、を設定します。 

=»基本設定一 SNMP 設定一 SNMP トラップイベント 
SNMP トラッブイベント 

Communi か 認証 ち知 v ] 
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パラメーター 説明 


Community 認証 SNMP 認証トラップを有効または無効にします。 

ち効：コミュニティ名の一致しない SNMP 要求を受信したときに 
トラップを発行します。（デフホルト） 

無効：コミュニティ名の一致しない SNMP 要求を受信しても 
トラップを発行しません。 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドしスでのフィルタリング設定をおこないます。 

=>基本 設定一 MAC アドレステーブル設定一 MAC アドレスフィルタリン 
グ 

MAC アドレス フィ ルタリング 
MAC アドレスフイルタリング機能 「OFF vj 
X 許可する MAC アドレスを登縁します。 


登録番号 MAC アドレスボート 


登録 MAC アドレス： [ _ 

X 入力例00:11:22:33:44:55 


登録ポート： ド^ 


i 登録 11 刖陆 1 


パラメーター 

説明 

MAC アドレスフイルタ 
リング機能 

MAC アドレスフィルター機能を有効または無効にします。 

ON : 有効にします。 

OFF : 無効にします。（デフナルト） 

登録 MAC アドレス 

アドレスフィルターを追加または削除する MAC アドレスを設を 
します。（入力例00:11 :22: aa : bb : cc ) 

登録する場合、登録するポートを選おし、[登録]をクリックします。 
削除する場合、 MAC アドレスが登録されているポートを選択し、 
[削除]をクリックします。 

(デフホルト：登録されていません） 


《 MAC アドしスが費録されていないポートでは、すべてのフレームが通過できます。 

XMAC アドしスが登録されているポートでは、登録されている MAC アドしスをソース MAC ア 
ドレスにもつフレームのみ通過でき、その他のフしームは通過できません。 

※フレームのフィルタリングはポートへの入力時に巧ねれます。 

《 1 ポートあたり最大 16 個までの MAC アドレスを登録できます。 

《 MAC フィルターを設定している場合、当該ポートでは 802 .lx 認証できません。 
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基本設定 


スタティック MAC アドレス 

スタティック MAC アドレスの設定をおこないます。 

=>基本設定一 MAC アドレステーブル設定ースタティック MAC アドレス 
スタティック MAC アドレス 
登録番号 MAC アドレスボート VLAN ID 

登録 MAC アドレスこ I 1 

X 入力例00:11:22:33:44:55 
登録ポート ： E 
登録 VLAN ID: I I 

nuM] 


パラメーター 


説明 


登録 MAC アドレス スタティックアドレスを追加または削除する MAC アドレスを設 

をします。（入力例 00:11:22: aa : bb : cc ) 

登録する場合、登録するポートと VLAN ID を選キ尺し、[登録]をク 
リックします。削除する場合、 MAC アドレスが登録されている 
ポートと VLAN ID を選巧し、[削除]をクリックします。 

(デフオルト：未登録） 


※スタティック MAC アドしスに登録した機器は、 VLAN 内では登録したポートが外では通信でき 
ません。 
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MAC アドレスエージング 

MAC アドしス学習のエージング時間を設定します。 

=>基本設定一 MAC アドレステーブル設定一 MAC アドレスエージング 

MAC アドし スエージング 


エージング時間 1300 い 0-1 000000巧) 

岡 


パラメー ター 

説明 

エージング時間 

MAC アドレス学習のエージング時間（砂）を指定します。 

(指を範囲：10〜1000000、デフオルト:300) 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


ポートステータス 

ポートの状態を表示します。 

=>基本 設定ーポー ト 設定ーポー トス テー タス 

ボートステータス 

ポ'~卜 Name ボ'~卜 有効イヒ Flow Control LinkStatus Mode Speed/Duplex Mode Jumbo フレ' ~ ム 
1 portOI ON OFF Up 自動 100Mbps を 二重 ON 


2 port02 ON 

3 port03 ON 

4 port04 ON 

5 portOS ON 

6 portOG ON 

7 port07 ON 

8 portOS ON 

OFF Down 自動- ON 

OFF Down 自動一 ON 

OFF Down 自動 一 ON 

OFF Down 自動一 ON 

OFF Down 自動- ON 

OFF Down 自動- ON 

OFF Down 自動- ON 

パラメーター 

説明 

Name 

ポートの名前を表示します。 

ポートち効化 

ポートのち効または無効を表示します。 

Flow Control 

フローコントロールのち効または無効を表示します。 

Link Status 

リンクの Up または Down を表示します。 

Mode 

通信モードが自動（オートネゴシエーションによる自動設定）か 
手動かを表示します。 

Speed/Duplex Mode 

を度とデュプレックスモードを表示します。 

Jumbo フレーム 

Jumbo フレームが有効または無効であることを表示します。 
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基本設を 


速度/モード設定 

ポートの通信速度やデュプしックスモードなどを設ちします。 

=>基本設定ーポート設定一ま度/モード設を 
ずを/モード設定 


ボ'—卜 Name 


ボート有巧化 Flow Control Mode 


Jumbo フレ ' —ム 


1 

IportOI 

II ON v| 

|OFF v| 

1 自助 

V 1 1 ON V 1 

2 

|port02 

1 1 ON V 1 

|OFF v| 

1 自勒 

V 1 1 ON V 1 

3 

|port03 

1 1 ON V 1 

|OFF v| 

1 自巧 

V 1 1 ON V 1 

4 

|port04 

1 1 ON V 1 

|OFF v| 

1 自勒 

V 1 1 ON V 1 

己 

|por め 5 

II ON v| 

|OFF v| 

1 自助 

V 1 1 ON V 1 

6 

|port06 

1 1 ON V 1 

|OFF v| 

1 自勒 

V 1 1 ON V 1 

7 

|port07 

1 1 ON V 1 

|OFF v| 

1 自巧 

V 1 1 ON V 1 

8 

[port08 

1 1 ON V 1 

|OFF v| 

1 自動 

V 1 1 ON V 1 


画 


パラメーター 


説明 


Name 


ポート有効化 


Flow Control 


Mode 


ポートに任意の名前を指定します。 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーバ ー) で16文字まで） 
(デフオルト ： Port <ポート香号 >) 

選択したポートの設定を有効（通信可）または無効（通信不可）にし 
ます。 

ON: ポートを有効にします。（デフオルト） 

OFF: ポートを無効にします。このが態では、物理的にリンクして 
いても通信できません。 

フローコントロールを有効または無効にします。 

ON: フローコントロールを 有効にします。 

OFF: フロー コン トロールを無効にします。（デフオルト） 

通信速度、デュプレックスモードを選択します。 

自動： 才ートネゴシエーシヨン（デフホルト） 

100Mbps 全二重： 100 Mbps 全二重 

100Mbps 半二重： 100 Mbps 半二重 

10Mbps 全二重： 10 Mbps 全二重 

10Mbps 半二重： 10 Mbps 半二重 
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第 4 章 Web 設定インターフてース 


パラメーター 説明 

Jumbo フレーム 選択したポートの Jumbo フレーム設定を有効または無効にします。 

ON : Jumbo フレームをち効にします。（デフホルト（全ポート ）） 
OFF ： Jumbo フレームを無効にします。 


^ポートの通信速度やデュプレックスモードなどを固定で設定すると、 Auto MDI-X 機能が無効とな 
ります。 

义 ギガビッ h の通信を巧ラ場合、オートネゴシエーションに設定する必要があります。 

?^通信速度の異なる機器と接続して使用する場合で、接続する蝶器がフローコントロールに巧応して 
いる場合は、本製品のフローコン h ロールも有効にしてください。 

フローコントロールカ 《 有効の場合、 QoS が動作しません。 

ユーザー名/パスワード 

本製品にログインするためのユーザー名およびバスワードを設ちします。 

づ基本設定ーシステムセキュリティーユーザ名/パスワード 
ユーザ名/バスヮード 


管理 ユーザ 名 

admin 

バスワード 


> くスワード確認 



圏 


パラメーター 

説明 

管理ユーザ名 

本製品にログインするためのユーザー名を入力します。 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーバー）で1〜8文字、 

テ *7 オルト： admin ) 

パスワード 

本製品にログインするためのパスワードを入力します。 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーパ'-)で8文字まで、 

デフオルト：なし） 

パスワード確認 

上記に入力したパスワードを再度入力します。 

(半角英数字、"-"(ハイフン）、"_"(アンダーバー）で8文字まで、 

デフオルト：なし） 


※バスワードをを更する場合は、必ず管理ユーザー名も入力してください。管理ユーザー名を省略 
し、バスワードだけを変更することはできません。 
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基本設定 


※パスワードを空欄にしてユーザー名を変更した場合、パスワードは未設定状態になります。 

《パスワードは、設定されていても空欄として表示されます。 

その状態で[設定]をクリックした場合、パスワードは未設定状態になります。 

X [設定]をクリックすると、ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されますので、新しく設定 
したユーザー名とパスワードを入力してください。 

※パスワードを忘れると、設定画面を表示できなくなります。忘れてしまった場合は、弊社修理セ 
ンターまで、本製品をお送りください。（有償修理） 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


管理端末 IP 制限 

本製品にログインできる管理端末(民 S -232 C (コンソール)接続を除く）の IP を設定します。 

=>基本設定ーシステムセキュリティー管理端末 IP 制限 

管理端末 IP 制お 

管理端末 IP 制おお能 n 用 ■し沉^ 


No. 許すする IP アドレス (X.X.X.X 又は X.X.X.X-X.X.X.X) 


1 1 

1 

2 1 1 

3 1 

1 

4 1 

1 

5 i 1 

6 1 

1 

7 1 

1 

8 1 

1 

9 1 

1 

10 1 

1 

11 1 

1 

12 1 

1 

13 1 

1 

14 1 

1 

15 1 

1 

16 1 

1 



パラメーター 

説明 

管理端末 IP 制限機能 

管理端末 IP 制限機能を有効または無効にします。 

使用す る：管理端末 IP 制限機能を有効にします。 

使用しない: 管理端末 IP 制限機能を無効にします。（デフオルト） 

許可する IP アドレス 

本製品にログインできる管理端末の IP アドレスを設定します 。 IP 
アドレスを範囲で指定する場合は、"-"(ハイフン）で区切ります。 

(入力例：192.168 .1.10 

192.168 .1.20-192.168.1.30) 

(デフホルト：登録なし） 


※げアドレスを指定せずに本機能を有効にすると、すべての端末からアクセスできなくなります 
ので、最イ岳1つは IP アドしスを指定したのち、本機能を有効にしてください。 

※げアドレスを削除する場合は、エントリーから IP アドレスを削除し、[設定]をクリックしてく 
ださし、。ただし、現在設定中のパソコンの IP アドしスを削除すると、設定画面にアクセスできな 
くなりますので、ご注意ください。 
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基本設を 


ユーザーインターフエース設定 

管理インターフエースに関する設ををおこないます。 

=>基本設定ーシステムセキュリティーユーザーインターフエース設定 

ユーザインターフェース設定 



WEB ： 1 有巧） v | 

サーバ 有効化 

TELNET ： 1 有な V 

1 


SNMP ： 1 有巧 ） V 

1 

タイムアウト 

TELNET ： |5 

护ィ〇か） 

Console : P 

](卜60 分） 


闕 


パラメーター 

説明 

サーバち効化 

WEB ( HTTP )、 TELNET 、 SNMP のを管理インターフエースを有効 
または無効にします。 


有効：管理インターフ X — スを有効にします。 

無効：管理インターフ X — スを無効にします。 

(デフオル ト：ち効 （ WEB ( HTTP )、 TELNET 、 SNMP )) 

タイムアウト 

TELNETXosole で入力がなかった場合のタイムアウト時間（分） 

を指定します。（指を範囲：1〜60、デフオルト： 5) 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


SNTP 設定 

SNTP (Simple Network Time Protocol) に関する時刻の設定をおこないます。 

=>基本設定一 SNTP 設定 

時刻設定 

©SNTP を使用しない 
時刻設定： 

各007 节: ;12 巧 131 旧 12 時 34 み 56 巧 
I } f ソコ当、ち時列をお得して設定 ] 

SMTP 〇 SNTP を使用する 

サーバ IP: I 11;, I 

巧認時間： [ U 時間ち 
タイムソーン： .JP 化 --—; 3 巧 0 し _ 

X 注意： SNTP サーバの巧用を巧資します。 

SNTP を使用しなし、場合 
■時刻がすれやすくなります 
-再起動時に時間設定が巧期が態に戻ります。 

闕 


パラメーター 説明 


SNTP SNTP を使用しない（デフオルト） 

SNTP サーバーを使巧せずに時刻を設定します。 

時刻設定 預在時刻を設まします。 

[パソコンから時刻を取得して設定]をクリック 
すると、現在設定しているパソコンの時刻が設定 
されます。（設定されるまで数秒程度かかります） 
SNTP を使用する 

SNTP 機能を使用する場合にチェックします。 

サーバ IP SNTP サ ー/ く一の IP アドレスを設定します。 

(デフオルト：0.0.0.0) 

確認時間 SNTP サーパ'-に時刻を問い合わせる間隔（時 

間）を指定します。 

(指定範困：1〜24、デフナルト： 24) 

タイムゾーン 

タイムゾーンを設定します。 

(デフオルト ： JP ( Asia / Tokyo )) 


SNTP を使用しない場合、本製品力 《 起動したときに 1900 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 砂が設定され、 
この日付を起点にカウントされます。 

また、時刻がずれやすくなりますので、 SNTP 機能を使用することをお勧めします。 

乂 [パソコンから時刻を取得して設定]を使って時刻を設定した場合、本製品を再起動すると 
時刻力嘴]期化 (1900 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒に）されます。 
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詳細設定 


巧規 VLAN 作巧 


VLAN ID: 

[I い - 409 4) 

VLAN を I 

I I 

VLAN Management: 

□ 


ボート 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

Static Tagged 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

Static Untagged 

0 

0 

O 

0 

O 

0 

O 

Not Member 

© 

® 

© 

® 

© 

© 

© 


[pi ] し再齡 I [5UFI 


詳細設定 _ 

VLAN ステータス 

現在の VLAN の設定状況および VLAN の新規作成をおこないます。 

づ詳細設定一 VLAN 設定一 VLAN ステータス 

VLAN ステータス 


VLAN ID 1 2 

3 4 5 

6 7 8 

VLAN を 

VLAN Mgmt 


1 U U 

U U U 

U U U 


UP 

毎集 

I~I II IMill 

■|iM 






T:Static Tagged U:Static Untagged -：Not Member 


ハラメーター 


VLAN ステータス 


VLAN ID 
VLAN 名 

VLAN Management 

Static Tagged 
Static Untagged 
Not Member 
[再読込] 

[クリア] 


現在の VLAN 構成および PVID(PortVLAN ID ) を表示します。 
表示される内容は、 VLAN の、ポートのメンバー属性、 PVID、VLAN 
名 、 VLAN Mgmt です。また、[編集]をクリックすれば VLAN の編 
集を、[削除]をクリックすれば VLAN を削除できます。 

(ただし、 VLAN 1 は削除できません） 

VLAN 香号を指定します。け旨定範囲：1〜 4094) 

VLAN 名を指定します。（半角英数字、"-" ( ハイフン）、"_"(アン 
ダーバ ー) で17文字まで） 

マネジメント VLAN に設定する場合、チェックします。マネジメ 
ント VLAN に属する端末からのみ管理インターフェースにアク 
セスできます。 

ポートを Tag メンバーに割り当てるときに選キ尺しまず。 

ポートを Untag メンバーに割り当てるときに選択します。 

ポートをメンバーに指定しません。 

預在の VLAN の設定値を再度読み込みます。 

未入力の状態にします。 
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受信 フ しームの VLAN の が受信ポートの VLAN メンバー でない 場合、イングし スフイ ルターによつ 
て破棄されます。 


^ポートを、ある VLAN から Not Member に設定する場含、当該ポートの PVID をその VLAN ID が外 
に設定しておく必要があります。 

(例:ポート 5 を VLAN2 から Not Member にする場合与 PVID は 2 が外に蜜更する） 


VLAN ポート設定 

PVID (ポート VLAN の ) を設定します。 

=>詳細設定一 VLAN 設定一 VLAN ポート設定 

VLAN ボート設定 


ボート 

1 

3 

5 

7 

PVID 

□ 

口 

口 

□ 

ボート 

2 

4 

6 

8 

PVID 

□ 

□ 

□ 

□ 


pH I 再設な I 


パラメーター 

説明 

PVID 

ポート VLAN ID を指定します。このポートで受信されたタグ 
なしフレームは、ここで指定した番号の VLAN として認識され 
まず。（指定範囲：1〜4094、デフオルト：全ポート「1」） 
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詳細設定 


QoS ステータス 

優先度の設定をおこないます。 

=>詳細設定一 QoS 設定一 QoS ステータス 


QoS ステ'—タス 


QoS 設定 


QoS 傑能： 

スケジューリング ： Strict [strict v] 


OFF I OFF 


倭先度透巧 ToS DSCP CoS 



パラメーター 


説明 


QoS 機能 


スケジユーリング 


QoS を有効または無効に設定します。 

ON : QoS をち効にします。 

OFF : QoS を無効にします。（デフホルト） 

キュースケジューリングのタイプを設ちします。 

Strict ： 絶対優先 （Strict Priority) に基づくキュースケジューリ 
ングをおこないます。 

キューの優先度の高いものから優先的に送信します。 
優先度の高いキューにデータが残っている場合は、 
それより優先度のほいキューからのデータを送信す 
ることはできません。（デフホルト） 

WRR ： 重み付きラウンドロビン （Weighted Round Robin) に 
基づくキュースケジューリングをおこないます。 
それぞれのキューに指定されている出カデータ数の 
比率や最大送信データ数にしたがって送信します。 
優先度のおいキューでも、ある一定の割合にて送信を 
することができます。 



靈 


I 

ス 


優先度選択 


ToS 、 DSCP 、 CoS のうち使巧する優先度パラメータを選択し 
ます。（デフホルト： CoS ) 


フローコントロールカ 《 有効なポ ー h では、 QoS は動作しません。 

^優先度選択は、 QoS が饰 F の状態では設定変更できません。 

^ WR 艮 (Weighted Round Robin) の比率は、最高：高：普通：低= 8 : 4 : 2 :1 です。 
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優先度対応設定 

ToS 、 DSCP 、 CoS 、 ポートベースの各優先度の巧応設定をおこないます。 

=>詳細設定 一 QoS 設定一優先度対応設定 

お先度が応設定 
ポ—卜侄先度 


ボート 

ポート 1 ボート 3 ボート 5 ボート 7 

村にホつ . 

但但但 巧 


「あ V||f 氏 V||: 「也 vll 也 vj 

ボート 

ボート 2 ボート 4 ボート 6 ボート 8 

巧応キュ. 

但但但 巧 

If 岳 川 お 川 柏 vltffi v | 


X ボート倭先度が但のボートのみ CoS が有効になります 
CoS マッピング 

GoSfi 0 1 2 3 4 5 6 7 

. お お お 但 お お お お 
巧に 立 眼 三] 

關 


パラメーター 


説明 


ポート優先度 
対応キュー 


各ポートに対応するプライオリティキューを設定します。 
ほ： おい優先度です。（デフオルト（全ポート）） 

普通：普通の優先度です。 

高： 高い優先度です。 

最高：最高の優先度です。 


CoS マツ ピング 
対応キュー 


CoS の〇〜7に対応するプライオリティキューを設定しま 
す。 

ほ： 低い優先度です。（デフオルト（すべて）） 

普通：普通の優先度です。 

高： 高い優先度です。 

最高：最高の優先度です。 


ToS マッピング ToS の000〜111に対応するプライオリティキューを設をし 

対応キュー ます。 

ほ： 低い優先度です。（デフオルト（すべて）） 

普通：普通の優先度です。 

高： 高い優先度です。 

最高：最高の優先度です。 
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詳細設定 


パラメーター 

説明 

DSCP マツ ピング 
対応キュー 

DSCP の〇〜日3に対応するプライオリティキューを設定し 
ます。 

ほ： 低い優先度です。（デフオルト（すべて）） 

普通：普通の優先度です。 

高： 高い優先度です。 

最高：最高の優先度です。 


《 CoS 、 ToS 、 DSCP の設定画面は、現在有効になっているパラメータのみ表示されます。 
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ユーザー認証ステータス 

認証サーバーおよびポート認証のステータスを表示します。 

=>詳細設定ーポートセキュリティーユーザ認証ステータス 


ユーザ譯证ステータス 


ブライマリ 
認訪サーバ 

認証： 有効 

認部サーバ IP :1.1.1.1 
認部ポート：1812 

たがノタリ 
誘証サーバ 

認証： 無効 

誘証サーバ IP : 1.1.1.1 
誘部ポート：1812 

認証ステータス 

ユーザボート 13 5 7 

認11ステータス認11しない語証しない認証しない認証しなし ' 
ユーザポート 2468 

誘部ステータス讀証しない語証しむい認証しない認証しなし ' 


パラメー ター 

説明 

プライマリ認証サーバ 

プライマリー認証サーバーの有効/無効、認証サーバーの IP 
アドレス、認証ポート香号を表示します。 

セカンダリ認証サーバ 

セカンダリー認証サーバーの有効/無効、認証サーバーの IP 
アドレス、認証ポート香号を表示します。 

認証ステータス 

各ポートの認証ステータスを表示します。 


MAC ベース認証が有効になっている場合、認証されている機器が接続されていても常に未認証と 
表示されます。 
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詳細設を 


認証サーバー設定 

認証サーバ ー( RADIUS サーバ ー) の設定をします。 


=>詳細設定ーポートセキュリティー認証サーバー設定 


誘証 サーバ 設を 



關 


パラメーター 

説明 

プライマリー認証サーバー 

使用する 

プライマリー認証サーバーを使用する場合にチェックマーク 
をつけます。 

(デフオルト：チェックオン（使用する）） 

認証サーバ IP 

プライマリー認証サーバーの IP アドレスを設定します。 

(デフホ J レト：1. 1.1.1) 

認証ポート 

プライマリー認証サーバーのポート香号を設定します。 

(設を範囲：1〜65535、デフオルト： 1812) 

Shared Secret 

プライマリー認証サーバーの Shared secret を半角英数字、"-" 
(ハイフン）、"_"(アンダーバー）で最大20文字までで設定しま 
す。 

(デフオルト：空欄） 

セカンダリー認証サーバー 



雲 


I 

ス 


使用する セカンダリー認証サーバーを使用する場合にチェックマーク 

をつけまず。 

(デフオルト：チェックオフ（使用しない）） 
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パラメーター 

説明 

認証サーバ IP 

セカンダリー認証サーバーの IP アドレスを設定します。 

(デフホ J レト：1. 1.1.1) 

認証ポート 

セカンダリー認証サーバーのポート番号を設定します。 

(設定範囲：1 〜 65535、デフナルト： 1812) 

Shared Secret 

セカンダリー認証サーバーの Shared secret を半角英数字、"-" 
(ハイフン）、""（アンダーバ ー） で最大20文字までで設定しま 
す。 

(デフホルト：空欄） 

有効時間 

再認証の時間(砂）を設定します。 

(設定範囲：1 〜 65535、デフオルト： 360 0) 

拡張機能 

Accounting 

アカウンティング機能を有効にする場合にチェックします。 

(デフホルト：無効） 

Termination-Action 

認証サーバーから通知された Termination-Action I こ従う 場合 
にチェックします。（デフオルト：無効） 

Timeout 

認証サーバーから応答がない場合のタイムアウト時間(砂）を 
設定します。（設定範囲：1〜60、デフオルト：10 ) 

確認回数 

認証サーバーから応答がない場合、認証サーバーに認証要求を 
再送する回数を設定します。（設定範囲：1〜10、デフホルト： 

2) 


^通常は、プライマリー認証サーパ'-のみ使用してください。バックアップ巧の認証サーバーがを在 
するときのみセカンダリー認証サーバーを使用してください。 

^認証サーバーから Session-Timeout が通ミ□された場合は、 Session-Timeout に従います。 

义 いったん設定された Shared Secret を削除するには、本製品の初期化が必要です。 

(Shared Secret を蜜更することは可能です） 
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詳細設定 


ポート認証設定 

ポートごとに 802. lx 認証の設定をおこないます。 

(ポート認証するには、別途認証サーバ ー( RADIUS サーバ ー) が必要です) 

=>詳細設定ーポ ートセキュリティ ーポ ート 認証設定 


ポート認証設定 

ボート 13 5 7 

誘 fE •ない V] [しない V] [しない V] [しない V] 

ポート 2 4 6 8 

認証 I しない V] I しない v| [しない V I I しない V] 

X ボ'—卜：ボ'—卜べ ■ —ス認証/ MAC: MAC ぺ'—ス認証 
Xmac アドレスフィルタリングまたはトランクが有効なボ 
ートでは遷巧ができなくむります。 

圏 


あお設定 

EAP 透遇設定 □ 認証巧能無効時 EAP を透過する 

固 


パラメーター 

説明 

認証 

各ポートで802 .1 x 認証の設定をおこないます。 

しない：認証をおこないません。（デフホルト） 

ポート：ポートべースの認証をおこないます。 

MAC : MAC ベースの認証をおこないます。 

EAP 透過設定 

全ポート認証機能が無効の場合、受信した EAP フレームを透 
過させる場合にチェックします。 

(デフオルト：チェックオフ （ EAP を透過しません）） 


MAC ベースの認証を行う場合、サプリカントから EAPOL - Start を発行して認証を始める必要があり 
ます。 


^ 802. lx ポート認証をおこなつた場合、当該ポートでは MAC アドしスフィルターが使用できなくなり 
ます。 


MAC アドしスフィルタリングまたはトランクが有効なポートでは、認証の選択ができなくなりま 
す。 
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ポートトランク設定 

ポートトランクの設ををおこないます。 

=>詳細設定ーポートトランク設を 

ボートトランク設定 


トラ'ノク Key 1 2 3 4 5 6 7 8 

T:Trunk Member — : Not Member 


LACP モード : [lACP Disabled v| 



パラメーター 説明 


LACP モード トランクのモードとトランクメンバーを設定します。 

LACP Disabled: LACP を無効にします。（デフオルト） 

LACP Active: LACP パケットを送信してネゴ シエーシヨ ンを試 
みます。 

Manual: 手動でトランクを構成します。本項目を選巧した 

後、トランクメンバーとなるポートを選択してく 
ださい。 

(LACP パケットの送受信は巧いません） 


h ランクグループは、最大4グループまで、各グループ最大4ポー h まで作成できます。 

h ランク作成後、[編集]または[削除]をクリックすることで、トランクグループの編集または削除 
ができます。 

BS-G シリーズにて LACP にてトランクグループを構成する場合、 BS-G シリーズ同±では LACP 
Active 設定で、 LACP 対応している BS シリーズでは LACP Passive/Active 設定の両方で構成できます。 

^トランクを設定する場合、本製品と接続する機器のポートは、同じ VLAN である必要があります。 
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詳細設を 


ループ/ストーム防止設定 

ループ/ストーム防止設定をおこないます。 

=>詳細設定 ー ループ /スト ー厶防止 
ルーブ防止/ストームコントロール設定 

傑能還巧 （?) ルーブ防止 〇 ストームコントロール 
X ループ防止とストームコントロールは排他使用です。 
I 画面切替 J 


パラメーター 

説明 

ループ防止 

ループ防止を選択して[画面切替]をクリックすると、ループ 
防止設定画面が表示されます。 

ス1'ームコントロール 

ストームコントロールを選キ尺して[画面切替]をクリックする 
と、ストームコントロール設定画面が表示されます。 


《ループ防止機能とストームコントロール設定は、排他使用となります。 



雲 


I 

ス 
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づ詳細設定ーループ/ストーム防止ーループ防止 
ループ 防止 

ルー ブ按ホ機能 @ 有効 〇 無効 

ルーブ按出時の動作 〇 何もしむい ® ボートを無効にする 

無効化お結時間： 60 秒 (0-6 日日3日） 

無効化お镜時間は「ボートを無効にする J ぞ遷巧した場合にその動作を 
お結する時間です。お結時間経迫をポートは自動的に有効になります。 

ポート巧信レート閨お 



各ボートにおいて受信レートが上記の設定値を超えた場合にルーブと 
料巧します 

値を小さく設定するとルーブを誤おかする可能ながあります。 

國 


パラメーター 説明 


ループ検出機能 ループ検出機能を有効または無効に設定します。 

有効：ループ検出機能をち効にします。 

ループ検出時、ログに記録します。 

また、「ループ検出時の動作」を設定している場合は、 
その動作もおこないます。 

無効：ループ検出機能を無効にします。 

(デフオルト） 
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詳細設定 


パラメーター 


説明 

ループ検出時の動作 

ループ検出時の動作を設定します。 


巧もしない 

:ループを検出したポートに対して、 

何も操作を行いません。 


ポートを無効にする 

:ループを検出したポートに対して、「無 
効化継続時間」で設定された時間（秒）、 
ポートを無効にします。 


無劾化継綿時間 

:「ポートを無効にする」を設定した隙、 

ポートを無効にする時間(砂）を設定し 
ます。 

(指ま範困：〇〜65535、デフオルト：60) 

受信レート闡値 

ループと判断するための受信レートの閱植 （ Mbps ) を設定し 
ます。 

該当ポートにおいて、受信レートが本闡値を越えた場合に、 
ループが発生したと削斬します。 

け旨定範困：1〜1000、デフオルト： 700) 


^本製品のループ検出は、受信レート検出ち式を採用しています。この方式では、各ポートの受信レー 
卜を監視し、受信しートが設定された闕値を越えた場合にループカ哪生したとみなします。 

^受信しート闊値をルさい値に設定すると、ループを誤検知する可能性があります。また、逆に大きい 
値を設定すると、ループを検知できなくなる可能性があります。 

^ポートのリンク速度より小さい値を設定するよラにしてください。 


ご参考： 

ループが発生した際の受信しートは、ループしているパケットの長さとポートのリンク速度に 
よって異なり、おおよそ下記のよラになります。 


パケット長 

リンクま度 10 M 

リンク速度 100 M 

リンク速度100 OM 

64 bytes 

7.6 Mbps 

76 Mbps 

761 Mbps 

256 bytes 

9.2 Mbps 

92 Mbps 

927 Mbps 

512 bytes 

9.6 Mbps 

96 Mbps 

962 Mbps 

1024 bytes 

9.8 Mbps 

98 Mbps 

980 Mbps 

1518 bytes 

9.8 Mbps 

98 Mbps 

986 Mbps 
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=>詳細設定ー ル ープ /スト ー ム 防止ー スト ー ムコント ロ ー ル 
ストームコント□ール設定 
ブロードキャスト 


ポート 1 

3 

5 

7 

制旧レート 1 お効 

v || お巧 

v || お巧 

v || 無巧] v | 

ボート 2 

4 

6 

8 

制旧レート 1 黑効 

v || 無巧） 

v || お巧） 

v || 無知 v | 

DLF (巧先不明ユニキャスト）/マルチキャスト 

ボート 1 

3 

5 

7 

制おレート 1 無な 

v || お如 

v || おな 

V 11 無巧 V 1 

ボート 2 

4 

6 

8 

制おレート 1 おな 

v || お巧 

v || お劝 

V 11 お巧） V 1 


X 単位 bps(Bits Per Second) 

X ポートごとに同じ速度でしわ'設定でぎません。ただし、 
ボートごとに無効にすることは巧能です。 

X トランクが有効なボートへはストームコントロールの設 
定はでさません。 

國 


パラメーター 


説明 


ブロードキャスト 


制限レート ブロー ドキャストの通過を許可するレートを設定します。 

無効： ブロードキャストスIムコントロールを無効に 
します。（デフオルト） 

64Kbps ： レートを 64Kbps に設定します。 

1Mbps ： レートを 1Mbps に設定します。 

3Mbps ： レートを 3Mbps に設定します。 

5Mbps ： レートを 5Mbps に設定します。 

•》 bps ..... 团 ts Per Second(1 秒間の通過ビット数）。 
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詳細設定 


パラメーター 


説明 

マルチキヤスト 

制限レート 

マルチキャストの通過を許可するレートを設定します。 


無効： 

マルチキヤストスIムコントロールを無効にし 
ます。（デフオルト） 


64Kbps ： レートを 64Kbps に設定します。 


1Mbps 

レートを 1Mbps に設定します。 


3Mbps 

レートを 3Mbps に設定します。 


5Mbps 

レートを 5Mbps に設定します。 


み bps 

..... Bits Per Second (1 砂間の通過ビツト数）。 

DLF (巧先不明ユニキヤスト） 

制限レート 

DLF (宛先不明ュニキャスト）の通過を許可するレートを設定 


します。 



無効： 

DLF ストームコントロールを無効にします。 

(デフオルト） 


64Kbps ： レートを 64Kbps に設定します。 


1Mbps 

レートを 1Mbps に設定します。 


3Mbps 

レートを 3Mbps に設定します。 


5Mbps 

レートを 5Mbps に設定します。 


み bps 

..... Bits Per Second (1 砂間の通過ビット数）。 


^制限しートは、ポートごとにブロードキャスト/マルチキャスト/ DLF のすべてが同じ値でしか設定 
できません。（制限し一 h ごとに無効にすることはできます） 

ブロードキャス h を基準にして制限し 一h を設定した場合、マルチキャストや DLF がパケットの 
種類による h ラフィックの違いにより流れなくなることがあります。制限しートには、通常使用 
するフしーム数を考慮して余裕のある値を設定してください。 



雲 


I 

ス 


BS-G 2008 MR 導入ガイド 


79 











第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


ミラーリング設定 

トラフイックをモニタリング(通信内容をミラー元からミラー先へコピ ー） するたゆの設定を 
します。 


^詳細設定ーミラー 

リング設定 

ミラー リング 設定 


□使用する 

ミラー リング ミラー 元 -> ミラー 先 

12 

1 記を 1 

パラメーター 

説明 

使用する 

ミラーリングを使用する場合にチェックします。 

(デフオルト：チェックオフ（使用しない）） 

;づ一兀 

トラフィックをモニタされるポートを設定します。 

(デフオルト： 2) 

ミラー先 

トラフィックをモニタするポートを設定します。 

(デフオルト： 1) 
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詳細設を 


STP ブリッジ設定 

スパ ニン グツリ ー ( 冗長構成）の設定をおこないます。 

=>詳細設定一 STP 設定一 STP ブリツジ設定 

STP ：?- リッジ設定 


STP 

ステータス 

RootPort: 

RootPortPathCost: 

HelloTime: 

MaxAge; 
i-orward Delay: 
RootBridgePriority: 

RootMAC Address: 

SwitchMAC Address: 

Itself 

0 

2 

20 

15 

0 

3a;bb:cc;dd :ee:lO 

aa;bb;cc:dd;ee:10 


1 巧巧しない v| 
HelloTime; |- 

Jl -10) 

STP 設定 

MaxAge; 卜 

36-40) 


Forward Delay: ド 

] 4 - 30 ) 


BridfiePriority: 1327 巧 

] 0 - 61440 ) 

あお設を 

□ STP 無効時 BPDU を透おする 


岡 

パラメーター 

説明 

RootPort 

ルートポートを表示します。本製品がルートブリツジの場合、 

Itself と表示されます。 

RootPortPathCost 

ルートブリツジまでのパスコストを表示しまず。本製品がルート 
ブリツジの場合、0となります。 

HelloTime 

ルートブリツジが BPDLKHello メツセージ）を送信する間隔(巧） 

をま示します。 

MaxAge 

本製品が BPDU を受信しない状態で、巧設定を試みるまでに 
待磯する最大の時間(秒）を表示します。 

ForwardDelay 

本製品が各状態を遷移する （ Listening 〜 Learning 〜 Fowarding ) 
のに待機する時間（秒）を表示します。 

RootBridgePriority 

ルートブリツジの優先度を表示します。 

RootMACAddress 

ルートブリツジの MAC アドレスを表示します。 

Switch MACAddress 

本製品の MAC アドレスを表示します。 
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第 4 章 Web 設定インターフてース 


パラメーター 

説明 

STP 設定 

STP のち効/無効および STP の使用する種類を選択します。 

使用しない： STP を使巧しません。（デフオルト） 

STP : スパニングツリーを有効にします。 

RSTP : ラピッドスパニングツリーをち効にします。 

HelloTime 

本製品がルートブリッジになつた場合の BPDU 送信間隔(砂）を 
設定します。（指定範囲：1〜10、デフオルト： 2) 

MaxAge 

本製品が BPDU を受信しない状態で、巧設定を試みるまでに待 
機する最大の時間（秒）を設をします。（指を範囲：6〜40、デフホ 
ルト：20) 

ForwardDelay 

本製品が各が態を遷移する （ Discarding 〜 Learning 〜 

Fowarding ) のに待機する時間（秒）を設定します。（指定範囲:4〜 
30、デフオルト： 15) 

BridgePriority 

本製品のブリッジ優先度を設定します。4096の倍数に限ります。 
(指定範囲：〇〜61440、デフホルト： 32768) 

STP 無効時 BPDU を 
透過する 

STP が無効のときに受信した BPDU を透過させる場合にチェッ 
クします。 

(デフオルト：チェックオフ（透過しません）） 


^スパ ニン グツリーを利用するためには、セグメント内のすべての機器がスパ ニン グツリーに対応し 
ている必要があります。 

スパ ニン グツリーを使用したネットワークに本製品を導入する場合、必ず本製品のスパ ニン グツ 
リーを有効 (Enable) に設定してください。 

本製品のスパニングツリーが無効 (Disable) に設定されている場合、 BPDU を転送しないたゆ、ネット 
ワーク障害を引き起こす可能性があります。 

义 が下の関係式を満たす必要があります。 

2 X (ForwardDelay -1) = Max Age 
Max Age 含 2 X CHelloTime + 1 、 
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詳細設を 


STP ポー トス テータス 

スバ ニン グツリーのポート設を状態が表示されます。 

=>詳細設定一 STP 設定一 STP ポートステータス 
STP ボートステークス 


ポート 

Priority 

Cost FastLink 

1 

128 

20000お効 

2 

128 

20000お効 

3 

128 

20000お効 

4 

128 

20000お効 

5 

128 

20000お効 

6 

128 

20000無効 

7 

128 

20000お効 

8 

128 

20000無効 


パラメーター 

説明 

Priority 

ポートの優先度を表示します。 

Cost 

ポートのパスコストを表示します。 

FastLink 

FastLink 機能の有効/無効を表示します。 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


STP ポート設定 

スパ ニン グツリーのポート設定をおこないます。 

=>詳細設定 一 STP 設定 一 STP ポート設を 
STP ポート設定 


ポ ー ト 

Priority Cost 

FastLink 

1 

128 

20000 

無巧 V 


2 

い28 

20000 

無知 V 


3 

い28 

120000 

無知 V 


4 

い28 

20000 

1 無な V 


5 

い28 

20000 

1 廉巧 V 


6 

い28 

120000 

な巧） V 


7 

い28 

20000 

お巧 V 


8 

128 

20000 

無効 v| 


國 


パラメーター 


説明 

Priority 

ポートの優先度を設ちします。1日の倍数に限ります。 

(指定範囲：〇〜240、デフオルト：全ポート 128) 

Cost 

ポートのパスコストを設定しまず。最適パスをミ夫定するのに用い 
られます。 

(指定範囲：1〜200000000、デフオルト：全ポート 20000) 

FastLink 

FastLink 機能を有効/無効に設定します。 


ち効： 

FastLink をち効にします。 FastLink を有効にすると、 

ポートが各が態を遷移するのを省略し、すぐに 

Forwarding の状態になります。 


無効： 

通常、パソコンを接続するポートは有効にすることをお 
勧めします。 

FastLink を無効にします。 

STP を使用するスイッチを接続するポートは、無効にし 
てお使いください。（デフオルト（全ポート）） 
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詳細設を 


に MP ステータス 

IGMP の状態を表示します。 


=>詳細設定一に MP 設定一に MP ステータス 


に MP ステータス 


VLAN ID マルチキヤストアドレスポ ー ト 


[；| 情報更巧 I 


ルータポートステータス 
VLAN ID ルータボート 
[_| 情報更巧 I 


パラメーター 


に MP ステータス マルチキヤストアドレスのテーブルを表示します。 

ルータポートステータス マルチキヤストルータ（サーバー ) が接続されているポートを表 

不します。 
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に MP 設定 

IGMP の設定をおこないます。 

=>詳細設定一に MP 設定一に MP 設定 

IGMP 設定 


□使巧する 

IGMP Snooping ホストタイムアウト： 居5 — ~ ](130- 122日秒) 

ルータ タイムアウト: UE — ~ ] (60- 600 巧） 



パラメーター 

説明 

使用する 

に MP スヌーピングを巧用する場合にチェックします。 

(デフホルト：チェックオフ（使用しません）） 

ホストタイムアウト 

マルチキャストを受信するホストのタイムアウト時間（秒）を設 
定します。 

(指定範囲：130〜1225、デフホルト： 260) 

ルータタイムアウト 

マルチキャストルータ（サーバー）のタイムアウト時間（秒）を設 
定します。 

(指定範囲：日〇〜600、デフオルト： 125) 
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管理 


管理_ 

ファームウ X ア更新 

ファームウェアファイルをダウンロードして、ファームウェアの更新をおこないます。 

=>管理ーファームウェア更新 
ファームウェア更新 


ファイルを指定 


ファイル 1 

1 き照'' 1 


屋 ち] 


パラメーター 

説明 

ファイル 

[参照]をクリックして、ファームウェアファイルを指をし、 
[実行]をクリックするとファームウェアバージョンアップ 
が開さ台されます。 


バージョンアップ中は、本製品の電源を OFF にしたりブラウザーを閉じたりしないでくださし、。 

パ'-ジョンアップが完了したら、「再起動してください」と表示されますので、[再起動]を 
クリックして再起動してください。 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


設定のバックアップ/復元 

本製品の設定情報を保存したり復元したりします。 

=>管理一設定のバックアップ/復元 

設定巧な 

現在の設定巧をを保をします。 

I 詰恐呆巧1 


設定復元 

実行後は、この苗面上の設定が続行できむくなる場合があります。 
ユーティリティから本製品の設定百面を起動してください。 


ファイルを指定 


ファイル 1 

II き賠… 


[巧元実巧 I 


パラメーター 説明 

設定保存 [設定保存]をクリックすると、設定ファイルを保存できます。 

ファイル [参照]をクリックして復元する設定ファイルを指定し、 

[復元実行]をクリックすると設定が復元されます。 


※復元が完了したら、「再起動してください」と表示されますので、[再起動]をクリックして 
再起動してください。 


88 


BS - G 2008 MR 導入ガイド 













管理 


再起動 

本製品を再起動します。 

=>管理一再起動 
再起動 

本製品の再起動を行 L 、ます。 
I 巧おお] I 


パラメーター 

説明 

再起動 

[再起動]をクリックすると、本製品が再起動します。 


設定初期化 

本製品に設定した内容を初期化して再起動します。 

=>管理一設定初期化 

設定初期化 ( IP アドレスな外） 

IP アドレ义サブネットマスク、デフォルトブートウェイ1^ッ外の設定を 
巧期化して再お動します。 

L 設定巧が化 1 



靈 


設定な期化 

実行後は、この酉面上の設定が镜巧できなくなります。 

IP アドレスを再設定して設定函面をお動してください。 

L 詰を巧巧化 J 

パラメーター 説明 

設定初期化 （ IP アドレス外） IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェイ 

レ: I 外の設定を初期化して再起動します。 

設定初期化 すべての項目を初期化して再起動します。 
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MAC アドレス テーブル(ポー ト 順) 

MAC アドしステーブルをポー I ' 順に表示します。 

=>管理一 MAC アドレステーブルーポート順 
MAC アドレステーブル(ボートお） 

I をポート 3 博葡~1 

ボート VLAN ID MAC アドレス 
1 1 00;0D:0B:4B:38;4D 

[_| 信お更巧 I 


パラメー ター 

説明 

MAC アドレステーブル 
(ポート順） 

MAC アドレステーブルをポート順に表示します。 

[情報更新]をクリックすると、選択されたポートが最新の 
情報に更新されます。 

[クリア]をクリックすると、テーブルをクリアします。 


MAC アドレス テーブル （ MAC アドレス 順) 

MAC アドしステーブルを MAC アドしス順に表示します。 

=>管理一 MAC アドレステーブルー MAC アドレス順 


MAC アドレステーブル (MAC アドレス脂) 


ボート VLAN ID MAC アドレス 
1 1 00:0D:0B:4B:38;4D 


1_巧お更巧 J IW ] 


パラメーター 

説明 

MAC アドレステーブル 
( MAC アドレス順） 

MAC アドレステーブルを MAC アドレス順に表示します。 
[情報更新]をクリックすると、選択されたポートが最新の 
情報に更新されます。 

[クリア]をクリックすると、テーブルをクリアしまず。 
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管理 


統計情報 

本製品の統計情報を表示します。 

=>管理一統計情報 

統計情が 


ボート Name 受信オクテットミ信バケット送信オクテット送信バケット 


1 

portOI 338467 

2640184 

1090278 

40201080 

註 細情が 

2 

port 02 0 

0 

0 

0 

詳細情報 

3 

port 03 0 

0 

0 

0 

託 細情報 

4 

port 04 0 

0 

0 

0 

詳細情法 

5 

port 05 0 

0 

0 

0 

詳細情が 

6 

port 06 0 

0 

0 

0 

詳細情が 

7 

port 07 0 

0 

0 

0 

詳細情が 

8 

portOS 0 

0 

0 

0 

詳細情が 


[序廠 * F l [ W 1 


パラメーター 

説明 

統計情報 

各ポートの統計情報を表示します。 

[情報更新]をクリックすると最新情報に更新されます。 

[クリア]をクリックすると情報がクリアされます。 

Nam 白 

ポートの名称が表示されます。 

受信オクテット 

受信したデータの総オクテット数が表示されます。 

受信パケット 

受信したパケットの総数が表示されまず。 

送信オクテット 

送信したデータの総オクテット数が表示されます。 

送信パケット 

送信したパケットの総数が表示されまず。 

詳細情報 

クリックすると、詳細情報が表示されます。 



雲 


I 

ス 


BS - G 2008 MR 導入ガイド I 91 















第 4 章 Web 設定インターフてース 


管理一統計情報一詳細情報 

ボート統計情が(ボート 1) 


ミ信オクテット 342631受信ユニキャストバケット 2672 

受信マルチキャスい《ケット28 受信ブロードキャスい《ケット156 


巧棄されたち信ィ《ケット 

0 

受信エラーバケット 

0 

送信オクテット 

1099868送信ユニキヤス！'^バケツト 

4065 

送信マルチキャス！■'パケット0 

送信ブロードキャスい S ケット1084 

巧棄された送信バケット 

0 

送信 エラー バケット 

0 


[ Back ] 


巧巧巧が1 [ OUt ] 


パラメーター 
受信オクテット 
受信ュニキャストパケット 
受信マルチキャストパケット 
受信 ブロー ドキャストパケッ 


説明 

受信したデータの総オクテツト数が表示されます。 

受信したユニキャストパケツトの総数が表示されまず。 

受信したマルチキャストパケツトの総数が表示されます。 

受信したブロードキャストパケットの総数が表示されま 
す。 


破棄された受信パケット 

受信エラーパケット 

送信オクテット 
送信ユニキャストパケット 
送信マルチキャストパケット 
送信 ブロー ドキャストパケッ 


システムリソース等の不足により受信できなかったパケツ 
卜数が表示されます。 

CRC エラーなど、エラーを含むパケツトの受信数が表示さ 
れまず。 

送信したデータの総オクテツト数が表示されます。 

送信したュニキャストパケツトの総数が表示されまず。 

送信したマルチキャストパケツトの総数が表示されます。 

送信したブロードキャストパケットの総数が表示されま 
す。 


破棄された送信パケット システムリソース等の不足により送信できなかったパケッ 

卜数が表示されます。 

送信エラーパケット コリジョンなどの要因により送信できなかったパケット数 

が表示されます。 


《各カウンタの上限値は、 64 bit です。上限を超えると、カウンターは0に戻ります。 
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管理 


ログ情報 

本製品のログ情報を表示します。 


管理ーログ情報 

ログ情が 


表示メッセージ 1 システム□ヴ v| 

OLD 网巧の网 NEW 

時間 

ログ情報 

Thu Dec 06 00:00:05 2007 

Notice:Loop-detect enable. 

Thu Dec 06 00:00:15 2007 

Not ice: Loop—detect sound enabl* 

Thu Dec 06 09:10:01 2007 

Not ice Warm start 

Thu Dec 06 09:10:08 2007 

InfoiPort 1 link up 


パラメーター 

説明 

表示メ ッ セージ 

表示するログメ ッ セージの種類を選択します。 

設定ログ： 設定に関するログを表示します。 

認証ログ： 認証に関するログを表示します。 

デバイスログ：デバイスに関するログを表示します。 
システムログ：システムに関するログを表示します。 

(デフホルト） 


^ [消去]をクリックするとログをクリアできます。 

^ [«]、[<]、[>]、 [>>] をクリックするとぺージが切り替わります。 

ログ情報に正しい時間を表示するたゆには、 「 SNTP 設定」 ( P .64) を参照して正しい時刻を設定する 
必要があります。 
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Syslog お送設定 

本製品のログ情報を Syslog サーパ'-におをする設ををおこないます。 

づ管理一 Syslog 転送設定 


Syslogfe 送設定 


ログサーバへ送信 

囚 使用す る 

サーバ IP: 10.0 00 1 

へ ジタに 巧加す る 情巧: 1 MAG アドに 


設定： 1 Notice + Info v | 

淫寮 

認部： 1 Notice + Info v| 

デ/ S イス: 1 Notice + Info v | 


シス 了ム ：1 Notice + Inf 。 V 1 


岡 


パラメーター 

説明 

使用する 

ログを Syslog サーパ'—にお送する場合にチェックします。 

(デフオルト：チェックオン(使用する）） 

サーバ IP 

Syslog サーバーの IP アドレスを入力します。 

(デフオルト： 0.0.0.0) 

ヘッダに付加する情報 

転送するデータのヘッダーに付加する情報を選キ尺します。 

MAC アドレス（デフオルト） 

本製品の MAC ァドレスの情報をログに含めます。 

MAC アドレスとスイッチ名 

本製品の MAC アドレスとスイッチ名の情報をログに含めます。 

種類 

送信するログの種別を選択します。ログの種別は、「設定」「認証」「シ 
ステム」「デバイス」の4種類です。 

なし ：該当するログは送信しません。 

Notice :通知に関するログのみ送信します。 

Information :情報に関するログのみ送信します。 

Notice + Info :全てのメッセージを送信します。（デフホルト） 


別途、 Syslog サーバーカん必要です。 
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管理 


Ping テスト 

Ping (応答確認)テストを実行します。 

=>管理一 Ping テスト 

pingT ■スト 

巧先 IP アドレス 区 品:5 I 

國 

X 巧果のま示にはお巧から1〇ぉ巧かかります 


パラメーター 

説明 

宛先 IP アドレス 

円 ng のターゲットとなる IP アドレスを指定します。 

[実行]をクリックすると結果が表示されます。 


《結果の表示には、数秒から10数秒かかります。 


ping 実行画面 

1 imeTaken: 2 ms 
I imel aken;1 ms 
TimeTaken; 4 ms 
TimeTaken; 4 ms 
TimeTaken; 4 ms 

- 192.168.1.203 Ping Statistics - 

5 Packets Transmitted, 5 Packets Received, 0% Packets Loss 



雲 


I 

ス 
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第 4 章 Web 設をインターフ王ース 


サポート 
サポート 

本製品に関するサポート情報を参照できます。 

=>サポート 


サポート 

製品に関するサポート情法は下のリンクからご覧にむれます。 



サボー パ青幸民 

パラメーター 

説明 

サポート 情報 

クリック すると、 本 製品に関する サポート 情報を参照できます。 
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困ったときの対処方法 


困ったときは 


困ったときの対処方法 


弊社 Web サポート （86886. jp / hojin /) では、トラブルシューティングに関する最新の情報を 
公開しております。本書とあわせてご賣ください。 


現象 

対化方法 

POWER ランプが点灯しな 
い 

本製品とコンセントが、電源ケーブルで接続されているかを 
確認してください。 

LINK ランプが点灯しない 

本製品と接続機器の電源が ON になっているかを確認してく 
ださい。 

本製品と接続機器の両方に UTP ケーブルが接続されている 
かを確認してください。 

適切なタイプのケーブルを使用しているか、また、ケーブルの 
長さが規格を超えていないかを確認してください。 

接綿機器の LAN アダプタが正常に動作しているか、また、 

UTP ケーブルに問題がないかを確認してください。 

Telnet 、 Web ブラウザー、 
SNMP ソフトを使ってア 
クセスで童ない 

有効な IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲート 
ウェイが本製品に設をされているかを RS -232 C (コンソール） 
ポート接続にて確認してください。 

管理アクセス巧 VLAN のメンバーポートに接綿しているかを 
確認してください。 

接続ポートの LINK ランプが点なしているかを確認してくだ 
さし、（上記参照）。 

使用しているポートを無効にしていないかを確認してくださ 
い。 

( Telnet 接続の場合）同時接綿セッシヨン数が、許可している 
セッシヨン数を超えている可能性があります。ほかのセッ 
シヨンが切断されてから、接続して〈ださい。 

RS -232 C (コンソール） 

ポート接続でアクセスでき 
ない 

夕ーミナルエミユレーシヨンソフトを、 VT 100 互換、 

8データビット、1ストップビット、パリティなし、9600 bps に 
設定してください。 

本製品に付属の RS -232 C ケーブルを使巧してください。 

本製品の電源を入れ直してください。 

パスワードを忘れてログイ 
ンできない 

本書の裏表紙に記載されているバッファロー修理センターに 
修理をご依頼〈ださい。（有償修理） 
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第 5 章困ったときは 


電源関連の問題 


電源ケーブルが接続されていても、電源ランプが点灯しない場合は、電源コンセント、電源コード、 
または内蔵電源装置の問題が考えられます。ただし、しばらく稼働したあとで電源が落ちた場合 
は、電源コードがしっかり接続されている力、、電源コンセントでの停電またはサージが起きていな 
いかを確認してください。それでも問題を特定できない場合は、内蔵電源装置が故障した可能性が 
あります。 


ネットワークからのアクセス 


Telnet. Web ブラウザーを使用することによって、接続されているネツトワークのどこからでも、ス 
イッチにアクセスし、管理することができます。ただし、本製品にあらかじめ有効な IP アドレス、サ 
ブネットマスク、デフォルトゲートウェイを設定しておく必要があります。本製品とのリンクを確 
立できない場合は、次の点を確認してください。 

-ネットワーク接続が有効であること。 

-本製品に有効な IP アドしスが設定されていること。 

-接続しているポートが無効になっていないこと。 

• 接続している UTP ケーブルに問題がないこと。 

r « a 同時に！〜 4 の Telnet セッションを受け付けるように、管理エージェントを設定できます。 
すでに最大セッション数に達している場合、さらに別の Telnet 接続でシステムにログイン 
することはできません。 
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クライアントマネージャ 3 を使った有線 802 .1X 認証について 


クライアントマネージヤ3を使った有線8021 1X 認証について 


弊社製無線 LAN 接続ソフトウェア「クライアントマネージャ3 」（Ver 丄 2.6 が降/ビジネスモード） 
は、有線 LAN で802.IX認証をおこなう際のサプリカントとしてもお使いいただけます。クライア 
ントマネージャ3を使用して有線802.IX認証をおこなう場合、が下の手順にしたがってくださし、。 

naa • が下の設定をおこなう前に、クライアントマネージャ3 (Ver.1.2. 日お降）のインストー 
ルを完了させておいてく ださい。 

• クライアントマネージャ3は、弊なホームぺージ （http://buffalo.jp/download/driver/lan/ 
clmg3.html) よりダウンロードできます。 

• あらかじめ認証するポートをマネージメント VLAN に所属させる必要がありまず。 
マネージメント VLAN の設定については、 「VLAN ステータス」 (P.65) を参照してくだ 
さい。 

1 タスクトレイのクライアントマネージヤ 3 アイコンをちクリックし、[オプシヨ 
ン]を選択します。 


ステータスを表示する(を） 

プ□ファイルを表示する (£) 


ヘルプを表ちする化） 

1オプション (0) 1 

バージョン悟郎(が 
— が了 (没 

& 



2 動作モードに「ビジネスモード」、使用するアダプタに適切なち線ネットワークア 
ダプタを選択して、 [ OK ] をクリックします。 
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第 6 章付録 


3 タスクトレイのクライアントマネージヤ3アイコンをちクリックし、[プロフアイ 
ルを表示する]を選択します。 


ステータスを表示する(リ 


II プ□ファイルをま示するの I 


ヘルプを表示する ( H ) 


オプシむ(の 


バ-ジョン齡反(が 


が了 (ぶ 





4 ち下の [802.1X プロファイル] (胃;ゴ） をクリックします。 

5 [新規]をクリックします。 



6 プロファイル名（例: a 山 h_profile) を入力し、 EAP の種類を選択します。 
選択した EAP の種類に合わせて、適切なパラメーターを設定します。 
設定したら [OK] をクリックします。 
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クライアントマネージャ 3 を使った有線802 .1 X 認証について 


7 手順6で登録したプロファイル名（例: auth_profile) が表示されていることを確認 
し、[閉じる]をクリックします。 



8 プロファイル画面に戻つたら、[追加]( 、呂追加^をク リックします。 

9 な下のように設定をして [OK] をクリックします。 

<プロファイル名>任意の名称(例： profile) 

<認証プロファイル>手順6で作成したプロファイル名（例： auth_profile) 






naa 必要に応じて、[ネッワーク]、[ブラウザ]、[プリンタ]の i 頁目についても設ををお 
こなってください。 

10 [接結] ( ^ @巧^) をクリックします。 

11 手順6で選択した EAP の種類により、ユーザー ID やパスワードの入力画面が表 
示されますので、適切な値を入力します。 


な上で設定は完了です。 
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第 6 章付録 


おもな仕様 


r « a 最新の製品情報については、カタログまたはインターネット （ buffaio . jp ) を参照してくだ 
さい。 


LAN インター 

フェース 

IEEE 802.3 ab (1000 BASE - T ) 、 IEEE 802.3 u (1 OOBASE - TX ) 、 

IEEE 802.3 (10 BASE - T ) 準拠 

伝送速度 

1000/100/10 Mbps 

伝送路符号化おま 

4 D - PAM 5(1000 BASE - T ) 

4 B 5 B / MLT -3 (10 OBASE - TX ) 

マンチェスターコーデイング （10 BASE - T ) 

アクセス方式 

CSMA/CD 

アドレステーブル 

MAC アドレス： 4,0%件 
自動学習方式 

MAC アドレス 
学習方ま 

SVL 

パケットバッファー 

128 kbyte 

Jumbo フレーム 

最大9,724 Bytes (ヘッダー 14 Bytes + FCS 4 Bytes 含む） 

コネクター 

RJ -45 型8極モジュラコネクター （1 000 BASE - T /100 BASE - TX / 
10 BASE - T ) 

SFP コネクター 

D-SUB 9ピンオス型コネクター（シリアルコンソール） 

ポート数 

1000/100/1 0 M ポート： 8ポート 

重量 

1.23 kg 

外形寸法 

200 CW ) X 41 CH ) X 160 CD)mm 

動作環境 

温度:0 ~ 45で、湿度：10 ~ 85%(結露なきこと） 

電源電圧 

AC 100 己 0/60 HZ 

消費電力 

10.5 W (最大） 
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デフホルト設定 

デフオルト設定 


機能 

パラメーター 

デフナルト 

システム情報設を 

スイツチ名 （System Name ) 

BS +本製品の MAC アドレス 

設置場巧 （System Location ) 

NotDefined 

管理者 （System Contact ) 

NotDefined 

IP ァドレス設を 

IP アドレス 

192.168 .1.254 

サブネツトマスク 

255.255 .255.0 

デフオルトゲートウエイ 

0.0.0.0 

DHCP モード 

無効 

SNMP コミュニ 
ティテーブル 

SNMP コミュニティテーブル 

public 

( GET のみ有効） 

SNMP 

ホストテーブル 

ホスト認証 

無効 

SNMP 

トラップイベント 

Community 旨を目止 

有効 

MAC アドレス 
フィルタリング 

MAC アドレスフィルタリング機 
能 

OFF 

スタティック 

MAC アドレス 

登録香号 

MAC アドレス：なし 
ポート：なし 

VLAN ID : なし 

MAC アドレス 
エージング 

エージング時間 

300 (砂） 

を度/モード設を 

を度/モード設を 

(全ポート共通） 

Name：port + くポート番号> 
ポート有効化： ON 

Flow Control : OFF 

Mode ： 自動 

ユーザー 名/ 

パスワド 

管理 ューザー 名 

admin 

パスワード 

なし 

管理端ま IP 制限 

管理端ま IP 制限機能 

使用しない 
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機能 

パラメーター 

デフオルト 

ユーザー インター 
フエー ス設を 

サーバーち効化 

WEB : 有効 

TELNET : 有効 

SNMP : 有効 


タイムアウト 

TELNET : 5(分） 

Console ： 5(分） 

SNTP 設定 

SNTP 

SNTP を使用しない 
時刻設定： 

1900年1月1日0時0分0 
秒 

VLAN ステータス 

VLAN ID 

1 


VLAN 名 

なし 


VLAN Management 

有効 

VLAN ポート設を 

PVID 

全ポート1 

QoS ステータス 

QoS 設定 

QoS 機能： OFF 
スケジューリング ： Strict 


櫃先度選択 

なし 

優先度対応設定 

ポート優先度 

全ポート「お」 


CoS マツ ピング 

全て「ほ」 

認証サーバー設を 

プライマリー認証サーパ'— 

使用する 

認証サーバー IP : 1.1.1.1 
認証ポート：1812 

Shard Secret ： 空欄 


セカンダリー認証サーバー 

使用しない 

認証サーバー IP : 1.1.1.1 
認証ポート：1812 

Shard Secret ： 空欄 


有効時間 

：3600(秒） 


拡張設定 

Accounting ： 無》力 
Termination - Action ： 無効 
Timeout ： 10 (秒） 

確認回数： 2(回） 

ポート認証設定 

ポート認証設定 

全ポート「認証しない」 


EAP 透過設定 

無効 
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デフオルト設定 


機能 

パラメーター 

デフオルト 

ポートトランク 
設を 

ポートトランク設定 

無効 

ス I -ム 

コント ロール 設を 

ブロー ドキャスト 

全ポート「無効」 

マルチキャスト 

全ポート「無効」 

DLF (宛先不明ュニキャスト） 

全ポート「無効」 

ミラーリング設を 

ミラーリング 

使用しない 

STP ブリッジ設を 

STP 設ミ 

使用しない 

STP ポート設を 

STP ポート設を 

全ポート共通 

Priority： 128 

Cost: 20000 

FastLink ： 無効 

IGMP 設を 

IGMP Snooping 

使用しない 

Syslog 転送設定 

ログサーバーへ■送信 

使用する 

サーバー IP: 0.0.0.0 
へッ ダーに付加する情報： 

MAC アドレス 

種類 

設定： Notice + info 
認証： Notice + info 
デバイス： Notice + info 
システム： Notice + info 

Jumbo フレーム 

Jumbo フレーム 

有効 

(設をの変更は、 CLI 上でのみ 
可能です） 

RS-232C (コンソー 
ル)ポート接糸冗 

ボーレート 

9600 bps 

データビット 

8 

ストップビット 

1 

パリティ 

なし 

タイムアウト 

5 分 
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スイッチ機能 

フローコントロール 

全二重：正 EE 802.3X 
半二重:バックプしッシャー 

スループット 

1000 M: 1488095 PPS 
100M： 148810 PPS 
10M：14881PPS 

スパニングツリープロトコル 

IEEE 802.1 D/lw 

転送モード 

ストア&フォワード 

ブロードキャスト/マルチキャスト / DLF ストーム防止 
VLAN サポート 

最大256エントリー、 VLAN の1〜 4094(IEEE 802 .1Q タグ VLAN、 ポートベース VLAN) 


管理機能 


管理方法 

Telnet、Web ベース HTTP (Windows パソコンで Interne tExplorer6. 0が降）、民 S-232C DB-9 コンソール 

ポート 

ソフトウエアダウンロード 

TFTP 

MIB サポート 

MIB II、 Bridge MIB. Etherlike MIB. P-Bridge MIB、Q-Bridge MIB. Interface MIB、 民 MON MIB、Private 
MIB 

RMON サポート 

グループし2、3、9 (Statistics、History、Alarm、Event) 


その他の機能 

ポー トトランキング 
ポートミラーリング 
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標準規格 


標準規格 


IEEE 802.3 Ethernet 、 圧 EE 802.3 U Fast Ethernet 、 （圧 EE 802.3 ab) 

IEEE 802 .ID スパニングツリープロトコル、圧 EE 802 .Iw ラピッドスパニングツリ ー 、 
圧 EE802.Ip プライオリティタグ、 IEEE802.1Q VLAN 、 

IEEE 802.3X 全二重フローコントロール （ ISO / 圧 C 8802-3) 

SNMP (RFC 11 57) sRMON(RFC 1757 グループし 2 、 3 、 9 )、 

ARP ( 艮 FC826)、IGMP (RFCU じ )、 ICMP (RFC792) 


適合規格 


Emission 

VCCI クラス A 


適合性 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス A 情報技術装 


置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使 
用者が適切な対策を講ずるよラ要求されることがあります。 

万一、障害が発生したときは次の対策を巧ってください。 

-本製品と、テしビやラジオの距離を離してみる。 



-本製品と、テしビやラジオの向きを変えてみる。 


m 


ケーブル仕様 


ケーブルタイプと仕様 

ケーブル 

タイプ 

最大長 

コネクター 

10 BASE-T 

カテゴリー3、4、5 UTP/STP 

100 m 

RJ -45 

100 BASE-TX 

ヵテゴ IJ — 5 UTP/STP 

100 m 

RJ -45 

1000 BASE-T 

ヵテゴ IJ —5 e 、 日 UTP/STP 

100 m 

RJ -45 
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ツイストぺアケーブルとポート仕様 


1 000BASE-T/100BASE-TX/1OBASE-T ポ ー トに、電話のモジュラケーブルを差し込まな 
いでくださし、電話のモジュラケーブルを差し込むと、故障の原因となります。必ず、 RJ- 
45 コネクターを装備し、規格に適合しているツイストペアケーブルを使用して〈ださし、。 

100服 ASE - TAO 腿 ASE - TX /10 BA 犯 - T 接続の場合、2巧ツイストペアケーブルが必要です。2種類の 
色でそれぞれのワイヤペアを識別します。たとえば、一方をホ、もう一方を白のストライプが入つ 
たホにするなどです。さらに、ケーブルの両端に民 J -45 コネクターが必要です。 

^ PoE 給電するには、4巧8芯ストレートケーブルが必要です。 

ワイヤペアを決まった向きで RJ-45 コネクターに接続する必要があります。 



100 BASE - TX /10 BASE-T のポート仕様 

100 BASE - TX /10目 A 犯- T で使用されているケーブルでは、1番ピンと2番ピンをデータ送信に使巧 
し、3番ピンと6番ピンをデータ受信に使用します。 

本製品は全ポートで AUT 0- MDIX に対応していますので、パソコン/サーパ'—、他のスイッチ、また 
は八ブとのあらゆるネットワーク接続にストレートケーブルを使用できます。 

次の表に、 lOOBASE - TX / lOBA 犯- TMDI ポートと MDI - X ポートのピン割り当てを示します。 


ピン番号 

MDIX/MDI 信号 

信号機能 

1 

RD+/TD+ 

受信 データ （+)/ 送信 データ （+) 

2 

RD-/TD- 

受信 データ （-)/ 送信 データ （-) 

3 

TD+/RD+ 

送信 データ （+)/ 受信 データ （+) 

4 

(Not Use) 

未使巧 

5 

(Not Use) 

未使巧 

6 

TD-/RD- 

送信 データ （-)/ 受信 データ （-) 

7 

(Not Use) 

未使用 

8 

(Not Use) 

未使巧 


《+と一は、各ワイヤペアを構成するワイヤの極性を表します。 
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ツイストペアケーブルとポート仕様 


1000 BASE - T のポート仕様 

1000 BASE - T ポートは AUTO - MDIX にが応していますの、パソコン、サーバー、または他のスイツチ 
/八ブとのあらゆるネツトワーク接続に、ストレートケーブルを使巧できます。 

1000 BASE - T 接続には、カテゴリ ー5 e 、6 の UTP / STP ケーブルを使用します。 

また、各ケーブルの長さが 100 m を超えないようにしてください。 

下の表に、1000 BASE-T MDI / MDI - X ポートのピン割り当てを示します。 


ピン番号 

MDIX/MDI 信号 

信号機能 

1 

B し DA+/B し DB+ 

送受信 データ A(+)/ 送受信 データ BC+) 

2 

BI_DA-/BI_DB- 

送受信 データ A(-)/ 送受信 データ BC-) 

3 

BI_DB+/BI_DA+ 

送受信 データ B(+)/ 送受信 データ AC+) 

4 

B し DC+/ 巳 l_DD+ 

送受信 データ C(+)/ 送受信 データ DC+) 

5 

B し DC-/BI_DD- 

送受信 データ C(-)/ 送受信 データ D(-) 

6 

BI_DB-/BI_DA- 

送受信 データ B(-)/ 送受信 データ A(-) 

7 

B し DD+/ 巳 l_DC+ 

送受信 データ D(+)/ 送受信 データ C(+) 

8 

BI_DD-/BI_DC- 

送受信 データ D(-)/ 送受信 データ C(-) 


《+と一は、各ワイヤペアを構成するワイヤの極性を表します。 
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RS-232C (コンソール）ポート仕様 


本製品の民 S -232 C (コンソール）ポートと端末を接続することにより、本製品の設定が可能です。 

本製品には、端末、端末エミュレーシヨンプログラムが稼働しているパソコン、または、モデム接続 
で、リモ ー [^アクセスが可能です。次の表に、艮 S -232 C (コンソール）ポートに接続する場合のピンア 
サインを示します。 



9番ピン 


RS -232 C (コンソール）ポートのピンアサイン 


EIA 

回路 

CCITT 

信号 

特性 

本製品の 
DB 9 DTE 

ピン番号 

パソコン 
の DB 9 
DTE ピン 
番号 

モデムの 
DB 25 DCE 

ピン番号 

信号の方向 
DTE-DCE 

CF 

109 

DCD (データキャリアお知） 

1 

1 

8 

<- 

巨 B 

104 

RxD (データ受信） 

2 

2 

3 

<- 

BA 

103 

TxD (データ送信） 

3 

3 

2 

-> 

CD 

108 

.2 

DTR (データターミナルレ 
ディ） 

4 

4 

20 

-> 

AB 

102 

SG (信号アース） 

5 

5 

7 


CC 

107 

DSR (データセツトレディ） 

6 

6 

6 

<- 

CA 

105 

RTS (送信要求） 

7 

7 

4 

-> 

CB 

106 

CTS (送信可） 

8 

8 

5 

<- 

CE 

125 

RI (リング表示） 

白 

9 

22 

<- 
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RS -232 C (コンソー ル）ポート仕様 


RS -232 C (コンソール）ポート/パソコンの9ピン COM ポート 


本製品の 

RS -232 C (コンソール） 
ポート 

CCITT 信号 

パソコンの 

9ピン COM ポート 

1 DCD 

- DCD - 

1 

2 RXD 

<- TXD - 

3 

3 TXD 

- RXD -> 

2 

4 DTR 

- DSR -> 

6 

5 SGND 

- SGND - 

5 

6 DSR 

- DTR - 

4 

7 RTS 

- CTS -> 

8 

8 CTS 

<- RTS - 

7 

9 RI 

- RI - 

9 
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切り取り 


0 

取 
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保証契約約款 

この約款は、お客様が暦入された解社製品について、 f 翔に関する保証のを件客を規定するものです。お客様が、この約款に規をされ 
た条頃に同意頂けない場合は保証黄のを巧りミ肖すことができますが、その場合は、ご廣入の製品を巧用することなく販売店またはが 
出こご返却下さい。なお、この約款により、お客横の法律上の権利が制限されるをのではありません。 

第1まな蘇 

1この約款において、「巧証書_)とは、巧証巧間に製品が规^した場合に酵社が1^を行うことを約した重要な証巧書をいいます。 

2この約款において、诚廣とは、お客様が正しい巧巧方法に基づいて製品を作動させた場合であっても、製品力、‘正常にな離しな L が 
腹をいいます。 

3この約款において、無償とは、製品力巧!:^した場合、弊社がな憤で行う当該巧盾個所の胃をいいます。 

4この約款において、■■無償保証 J とは、この約款に規定されたを件により、煤社がお客様に巧し姑真胃をおのますることをいいま 
す。 

5この約款において、■■有樹幽とは、製品力巧!»した場合であって、お憤保証が適巧されないとき、お客様から黃 ffl を頂致して巧社 
が巧ラ当該玫障個巧の胃をいいます。 

6この約款において、「裝品とは、弊社がに隐して巧包されたもののうち、本体部分をいい.付属品および添付品などは含まれま 
せん。 


第续(纖欄 

1裝品が规 t した場合、おぎ様は、保 Ii » に記載された保間巧にが社に巧し胃をすることにより、な值保証の適巧を受ける 
こと力巧きます。但し、次のを号に掲げる場合は、保顏間巧であってを無償保証の適用を受けることができません。 

2 f 鍵をご依頼される原に、保証書をご提示頂けない場合。 

3ご提示頂いた保証書が、製品名および製品シリアル No . 等の重要き項が未記入または修正されていること等により、搞造された疑い 
のある場合、または製品に表示されるシリアル Na 等の重要事項力;消去,削除、もしくは改ざんされている場合。 

4@®5/£樣が巧証書にご盾入曰の証巧をされていなし^ Jt ^、またはおぎなのご購入曰を宿認できる害廣(レシートなど)が添付されて 
いない齡。 

5お客様力潛品をお貢い上げ頂いたを、お客様による運送または移動に原し、落下または衝羣等に起因して故障または5^した場合。 

6お客様におけるを用上の誤り、不当な改造もしくは1^、または、解だ)带まするものがかの機^との接続により巧障またはし 
た場合。 

7火巧、地震.ち雷、届 I 水害,その化天を地を、または、異常ち圧などの外部的要因により、巧障または6^した場合。 

8消耗部品がきが摩耗またはき巧劣化し、消巧部品を巧り換える場合。 

9前る号に掲げる場合のほか、巧障の原因が、おぎなの使用方法にあると認められる場合。 

第3ま(細 

この約款の想をによる胃は、巧のを号に規をするを件の下で実施します。 

1製品のは障力凝われる場合、る製品添付のマニュアルに記載の巧社サポートセンターへご連絡いただく力、、同記載の m 卞ームぺ 
—ジにて測をお申込ください。その原巧社から製品の送が巧をご案巧いたします。ごを付時には宅配便など送付控え力溜る方法 
でご送付ください。郵をは固くお断り致します。また、送料は送付元負担とさせて L げこだきまず。 

21^は、製品の分辑または部品の交あもしくは捕修により行いまず。但し、巧一、1^が困扉な場合または1^«^力潛品価をを上 
回る場をには、巧証?^象の製品と同等またはそれな上の性能を有ずる化の裝品と夕換するまにより巧応させて頂く事がちります。 

3八ードディスク等のデータ記憶装贾またはメディアの胃に原しましては、胃の的きにより、ディスクもしくは製品を巧をする 
場合またはディスクをしくはメディアをフォーマットする場合などがごさいますが、胃の際、がなは記憶されたデータについて 
バックアップを作成いたしません。また、巧社は当該デ—夕の皮揚ミ肖失などにつき、一切の JI 任を負いません。 

4統貨胃により、巧をされた旧部品または旧製品等は、巧社にて適宜廃寅処分させて頂きます。 

5ち樹鍵により、交換された旧部品または旧製品等についても、が社にて思宜^5〇!5^させて頂きますが、をご依頼された除に 
お客巧からお巧らせ頂ければ、旧部品寒を温ちいたします。但し、部品の性質上ご意向に添えない場合をございまず。 

娩責轉 

1おを碌がご盾入された製品について、が社に巧意または重大な過失があった場合を除き、债務 f 匿行または不法行為に基づく損害 
お債は、当該製品の居入代金を限度と致します。 

2お客様がご廣入された製品について、腫れた栽麻がちった場合は、この約款の規定に力、力、わらず、無償にて当^®を修補しまたは 
勒瓦のなし铅品または同等品に交巧致しますが、当^®こ基づく頃害賠債の責に任じません。 

3巧社における保証は、お客様がご睛入された製品の棟能に関ずるものであり、八ードディスク等のデータ記臟置について、記憶さ 
れたデータのミ肖ホまたはにつしヴ保証するをのではありません。 


第5ま(ち St *®) 

この約款は、曰本国巧においてのみ有効です。またをかでのご使用につきましては、が社はいかなるな証をいたしません。 





保証書 

この製品は厳密な検査に合格してお届けしたものです。 

お客様の正常なご使用状態で万一故障した場合は、この保証書に記載された期間、 
条件の下に置いて傲里を致しまず。 

-修理は必ずこの保証書を添えてご依頼ください。 

. この保証書は再発行致しませんので大切に保管してくださし、 

株式会社 バッファロー 


本社干 457-8520 名古屋市南区柴田本通四 T 目15ま 
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名 

刖 

フリガナ 





干 

ス 

住 

巧 





TEL :( ) - 


製品名 


製品 

シリアル No . 

本製品に記載されているシリアル No . (14 析の数字）をここへ、 

ご記入ください。 

保証期間 

ご購入曰より3年間 

ご購入日 

※販売店様記入 欄 

年月日 

ご購入曰が確認できる書類（しシートなど）を添付の上、修理を 
ご依頼ください。 


※が下は弊社巧での業務連絡として使用しますのでお客様はご記入なさらないでください。 


年月日 

サービス 内容 

担当 
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r 設ちび 3 ま < いかない j 、 r が障かな？ J と思った百 

マニュアル*ホームぺージ 


♦マニュアル（印刷物、添付 CD 等）の設定内容•困ったとをは （ Q & A ) をご確認ください。 
♦ お客様か5のよくあるお問い合わせや、最新ドライバー*ファームウェアを技下のホームページ 
で確認できます。解決でさる場合がありますので、ぜひご賣ください。 

パ □- バッファ □- 


八 n - バッファ □- 

86886 Jp 


( http://www 不要） 


86886 .jp 検索 


サボートセンターのご案内 


お客様窓口 


♦インターネット （ E メール）： お問合せフォームか日ご質問いただけます。 

S 八□-パッファ □- 

8688 B . jp / hojin / (http://www 不要） 

参電話： お問い合わせの際には、 1 .ご使用の弊社製品名 2 .パソコンの型番 3.0 S のパージョン 
4. トラブル内容をお知らせください。 

受付時間や電話番号などは、を更されることがあります。 

最新の内容は、薛社ホームぺージ （8688 日. jp ) でご確認ください。 

050 - 3163-2000 

9:30 〜 12:00 13:00 〜 17:0 日（±曰祝曰、夏期休眠、年末年始、法定点検曰を除く） 

》上記き号がご使用になれない場ち、 NTT の固定電話(一般回線)か5おかけいただくか、 

052 -619 -2000 におかけください。 


修 a のご案内 


「故障かな？」と思ったときは、上記サポートセンターにご連絡いた 
だくか下記のホームページか!5修理の申し込みをおこなってください。 

S A □-バッファ □- 

86886 Jp / shuri / ( http://www 不要） 
携帯電話で修理品の送付先を確認することがでをます。 

ちのノ くーコードを携帯電話で読み取ってください。 



添付品のお売 （ 備品お売巧 □) • ユーザー登録のご爱巧 


添付品の販売、 

ダウン □ー ドの代行 サービス （ 有料） 
ユーザー登録 


S 八□-バッファ□- 

86886. jp / bihin / ( http://www 不要） 

网ハ□-バッファ □- 

liil 86886. jp / usGr / ( http :// www 不要） 


xWe provide technical and customer support only to Japanese OS . 

We Drovide technical and customer support only in Japanese language . 

We provide technical and customer support only for use in Japan . 

篇巧へご提供の個人情ま目は巧の目的のみに使用し、お客樣の同意なく第兰ちへの開示は致しません。 

•お問合せに閲する連結’製品向上の為のアンケート（サポートセンター）•添付品の販売業務（摘品お売窓口） 
-磬品返を/巧細症状の確認/見境確認/品質向上の為のおち後の動作げ況お認（修理センター） 


35010167 ver.02 


2-01 C10-015 





















